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はじめに
　
日本における美意識の根底には、常に、季節折々の美しさと、そ
の移ろいによる儚さの存在、 そして、 巡る季節へ寄せる思いがある。「雪月花」 「花鳥風月」などに代表される四季の景物は、物語や詩歌の伝統を積み重ねつつ、その余情を深めてきた。それらは、とりわけ和歌・連歌など短詩型文学において季節の題として重要視され、やがて固有の本意を持つ「季節のことば」として、繰り返し詠出の対象とされてきた。俳諧では、 そ 対象が日常世界にまで拡大され、生活の諸相にまで季節が見いだされてくる。こうして 「季題」 「季語」は、伝統に根ざした本意と、作者の実感と 相克を孕んで、一句の句意をも左右する重要な要素 なった であ 。　
芭蕉の季語に対する考えは、 『三冊子』や『去来抄』の記述など
をもとに、新たな季語の発掘や季語に関する柔軟な態度が喧伝されてきた。従来の季語の研究は、こうし 俳論の記述や 寄せ・歳時
記の調査を中心に行われ、また、部立や前書・題などを特定しやすいこともあって、もっぱら発句を対象として行われてきた。そのため、連句の季語についても、発句での扱いを援用する形で片付けられ、 「 季語」
（以下、発句の季語と区別して連句で使用された季語を
「連句季語」と仮称する）
の扱いという側面は見落とされてきたので
ある
⑴
。だが、いうまでもなく、殊に芭蕉たちの時代においては、
俳諧の中心は連句にあった。連句は、人情・世態・風俗の諸相を詠み込むことで付合世界を展開させている。こうした連 形態が、連句季語を多種多様なものとするだろうことは想像に難くない。そこに使用される季語のバリエーションは自ずから多く 伝統的 季題から日常的な事象における時節の表象にいたるまで、発句とは異なる多様な季語体系が連句には想定されう であ 。 その意味で、発句の季語とはまた別の形で連句季語につ て考えねばなるまい。　
そこで、本稿では連句季語の実態調査にもとづいて、連句におけ
る季節の扱いの分析を試みた。そ は、連句ならでは 季の扱いや季語の傾向、 時期的変遷など、 連句 詠まれ方が見て取れ 。こうした連句での扱いに関して、使用された季語の様相と変化、表現方法の特徴を含め、以下四章に分けて考察していきたい。　
なお、調査にあたっての詳細は稿末に示したが、今回は歌仙形式
が一般化し、いわゆる蕉門 確立とされる貞享元年『冬の日』以降の芭蕉連句の季語 扱い方を明らかにすべく、 た 傾向と特徴、その実態を、貞享以前 連句や芭蕉発句との比較を視野に入れて分析を行った。季の認定に関しては、 『校本芭蕉全集』 や 『芭蕉連句抄』 『 全註解』など、先行する諸注釈を参考に 当時の季寄せ・歳時記類と 対照や 当時の用例や式目との関連 連句の季 扱いなどをふまえて、一つ一つ検討した結果、諸説に対して訂正を施し、私にふさわしく改め ものがあ 。
湘北紀要　第 32 号　2011
二
　　　
一、使用された季語の概観
　
上段に示した表①は、貞享元年『冬の日』以降の芭蕉一座の連句
に用いられた季語、貞享期以前の芭蕉の一座した連句における季語のうち、連句において上位に挙げられた季語と、芭蕉発 いて多く用いられた季語の、集計上位を占めるものである
⑵
。
（１）発句・連句　
およそ一〇〇〇句あるとされる芭蕉発句において、その総数が異
なるため、連句季語との分布に関してはその数を一概には比較 きないが、上位に挙げられる季語の種類は連句季語と似通っているように見える。表①を見れば、 発句 季語上位には 「月」 「花」 「雪」 「梅」「菊」 「ほととぎす」など、伝統的な季題が並ぶ。とりわけ、発句の季語には、季節の風物詩である植物名（花 名）が多く見られるのが特徴的である。それに対して、 連句季語では、 「雪」 「露」 「霞」 「時雨」 「かげろふ」 ど 気象に関わ が特徴的である。さらに細かく見てみると、そこに詠まれた季語にはいくつか特徴が見いだせる。まずは、連句季語と比較しながら発句・連句双方の季語の特徴をまとめることから始めたい　
発句では、 景物、 とくに「梅」 「菊」 「桜」 「柳」などの植物が多い。
また、 「雪」 「霜」 「時雨」 「霰」 「こがら 」や「五月雨」 「春雨」などの気象に関わるもの、なかでも冬の気象に関わるものが多く見られる。総じて、四季折々 風物詩が多く詠み込まれており、和歌連歌以来の伝統的なものが多いことがわかる。 れ 対し、連句には季節名が四季を問わず多く、 「寒し」などの寒暖の感覚をあらわす季語が多く見られる。　
季語の本季を見てみると、 四季の偏りがあまりないのに
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表①季語の集計
芭蕉連句の「季の句」
三
対して、連句では春・秋の季語に偏っている。これは季の式目の関連で春・秋の季語が自ずから多くなるためであ だが、それでも「雪」 「冬」 「時雨」 「霜」 「霰」 「寒し」など冬の季語が上位に多く見られるのに 夏の季語は「ほととぎす」と「夏」という季節名に限られていることは注目 きる。さらに、発句で上位に見らた「五月雨」や「涼し」 「瓜」 「蛍」 「麦」 「蝉」などの夏の季語は連句においては上位に挙げられていない。これは、詠み込まれた数少ない夏の季語におい も同様の傾向である。総じて、発句に比して連句では、夏の季語のバリエーションが少ないことも特徴といえよう。　
一方、 連句の上位に挙げられていた「盆」や「のどか」 「雉子」 「稲」
「栗」などは、発句の上位にはなく、いずれも数例見られるだけである。これらは、春・秋の句数 多さに関 したバリエーションの多さと考えら る、連句特有 頻出季語であると言えるだろう。さらに、こうした連句において、とりわけ多く詠み込まれた季語を見てみると 「露」 「霞」 「霧」 「霜」などが挙げられ 。これらは、秋の霧と春の霞の読み替えや、月光の露と実際の露など ように語の持つ多義性が認識 れていたもの また 気象など本季と実際の季感に幅があるものである。こうした読み替えのしやすい が、句にはより多く用いられた いう とがわかる。（２）連句における頻出季語　
季語には、このように連句に特徴的なものと発句に特徴的なもの
というように、使用頻度におい もバリエーションにおい も差異が見られる。こうした特徴をもとに、表①からは以下のような季語の特徴が見いだせる。　
なかでも、上位に挙げられる季語は芭蕉連句において何度も使用
された頻出季語として、 その扱いが注目される。 連句最上位には 「月」「花」が挙げられるわけだが、連句における「月」 「花」は定座の関係から、一定数詠まれる必要があり、読み込み方の意識が異なる。そのため、数を一概に比較することはできない。だが、一般にでの「月」 「花」について「二花三月」と言われるように、その比率が二対三になっていることが確認できる。これは、 芭蕉 捌き 、いかに、連句での形式を固 させたもの あったか、また、いかに式目を遵守していたかを物語る数値である。　
この 「月」 「花」 を筆頭に、 貞享以降の連句集計上位には、 「秋」 「春」
など季節名が並ぶ。第一に、この季節名についてまとめてお う。〈季節名〉
「秋」一八〇例、 「春」一六五例、 「冬」二七例、 「夏」一三例。
　「秋」次いで「春」が多いのは、 句数の関係で当然の結果ではある。
「冬」は二七例で、 「夏」は一三例と少ない。一方、発句では、 「秋」が突出して多く詠み込まれる。次に「春」 、 「夏」 、 「冬」の順連句では「夏」が最も少なかった 、発句 は 冬 方が少なという特徴がある。季節名を詠み込んだ句 関しては 章を改めて分析する。　
こうした季節名の次に多く見られるのが、 雪 霞 「かげろふ」
や「砧」 「霧」 「時鳥」 「鴬」 「蝶」 「時雨」 「霜」などの伝統的な季題である。連句にお て詠句の対照を日常卑近な題材に広げてはいも、こうした伝統的な季題 上位に挙げられることは興味深い。季語の持つ季感を利用した季の の展開の仕方を物語るものとして注目されるわけだが、こう 語と季 句との考察については後述するものとする。殊に 貞享以前の連句 語 はこうした伝統 が多く、季節 展開において季語の季感 優位性が注目されるものである。このような季語の使用には、時期的変遷が大きく関わってき
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そうである。この点を含め時期的な傾向については次章で詳しく検討したい。　
ところで、貞享以降の集計には、 「寒し」 「あたたか」などの寒暖
の感覚を示す季語が見える。連句季語の特徴の第二 は、この寒暖の感覚に関わる季語の扱いが挙げられる。 発句においても 「寒し」 「涼し」が上位 ある。実は、 寒暖の感覚は、 季節の表現としてバリエーション豊かに詠み込まれ 季語である。 「寒し」や「涼し」など固定化された表現 みならず、 「うそ寒」 「やや寒 などの秋における寒しのバリエーションなど、季節の感覚表現は細分化され、様々形で詠み込まれている。 そのため数としてはまとまりが見え いが、感覚表現のバリーションとして寒暖の感覚をまとめておきたい〈寒暖の感覚〉
「寒し」 が一八例と多い。次いで 「あたたか」 一一例、 「涼し」 「やや寒」 「肌寒」八例、 「冴ゆ」五例、 「ひややか」 「暑し」四例、「すさまじ」 「身にしむ」三例。 「うそ寒」二例。
　
春の季語「あたたか」よりも、冬の季語「寒し」が多いのは興味
深い。また、 「寒し」は、冬の句だけでなく、 「やや寒」 「肌寒」 「うそ寒」など、 秋の季語としても用いられているが こうした感覚は、季節の移り変わりをよく表現する語として、四季折々 「変化」が詠み込まれる連句において用いや かったことを示し よう。また、寒暖の感覚は季移りにおいて多用されており
⑶
、感覚であるた
めに他の季節と共に用 られやすく、さらに、 「 」ならば、空虚感・冷たさ・緊張感、 「あた か」ならば、幸福感・満足感・倦怠感などといった心情表現とも結びつくことで、転じの面でも用いやすいのである。ま 、 他 季節と共 詠み込まれるとその「季節」とのギャップを示すことで 句中の世界の実感が増し、より共得られる句作と る。
　
以下は、連句特有の用いられ方をする季語である。季節の展開に
おいて、 雑の句を挟むことなく、 季の句から直接他季へ移行する「季移り」の付合において多く用いられる季語は、 とりわけ、 連句のルールや連句の形態に即したものといえる。その意味では、最も連句特有の季語であり、連句特有の扱われ方があるも として、注意しなければならないだろう。〈季移りに多く用いられる季語〉
「霧」 「露」 「霜」 「ほととぎす」 「雪」 、寒暖の感覚。
　
これらは、連句特有の扱われ方をする語であり、季語の持つ実際
の季節としての幅や（ 「雪」ならば晩秋から初春など） 、季語以外意味、比喩的な用いられ方（ 「露 ならば儚さなど） 、類似す との見替え（たとえば、 秋の「霧」と春の「霞」 ）など、 多義性によって、連句に特徴的に多く用いられる。特に、初裏の花前に用いらるため 秋の季語が多い。 「露」 「霧」が集計上位 挙げられるのは、花前での季移りに際して く用いられるためである。〈連句の発句に多く用いられる季語〉
「瓜」 「桜」 「牡丹」 「柳」 「時雨」 。
　
芭蕉発句においても同様の傾向がある。つまり、 これらの季語は、
いずれも平句ではなく、発句に用いられやすい季語といえる。〈挙句に多く用いられる季語〉
「藤」 「かげろふ」 「霞む」 「柳」 「燕」 。
　
挙句の詠み方の特色に適っているという認識が強い季語といえ
る。芭蕉発句では、 これらの季語は少なく、 連句での特色でもある。　
この他、数のまとまりは見られないものの、そ を特筆すべ
きものとして「月名」 「節句」に関わる季語をまとめておく。これらは、先に挙げた「四季名」の季語同様、連句 特徴的た季語である。
芭蕉連句の「季の句」
五
〈月名〉
「師走」 「弥生」九例、 「如月」 「水無月」五例、 「正月」 「五月」三例、 「卯月」二例。
　
連句では 「月」 との兼ね合い
（ 「月」 と月次の月は三句去）
から、 一見、
詠まれないものかと思われるが、意外にも、比較的多く詠み込まれている。発句では「師走」が特に多く、 「弥生」は全く詠み込まれていな 。発句において、他の月名はほとんど見られず、 「師走」に集中しているわけだ。そうした意味で、連句においてこれだけのバリエーションが見られるとい ことは、 「月名」の季語が、連句においてよく詠み込まれる素材といえる。〈節句・日など〉
「七夕」四例、 「子日」三例、 「節分」一例。
　
発句においても 「七夕」 は多く詠まれる。節句の中でも 「七夕」 「子
日」の二者が突出しているが、いわれがわかりやすく、物語性が強いため、句作しやすかったと考えられる。発句では、こうした節句や時候に関わる語が題として多く詠まれたり、 中に詠み込まれる傾向があるが、連句にはあまり詠み込まれ ようである。常に付合世界での解釈を要求される連句にお ては 時節が限定されすぎるため、 付句への展開という観点から自然と避けられたの ろう。「七夕」 （秋） 、 「子日」 （春）はそれぞれ春・秋の季語であり、両者とも春・秋の一句目に用いられて る。前 恋句が多 のも共通点である。これは 「七夕」 「子日」の背景が影響し、恋の転じを主眼に置くことで、句の展開に変化を持たせる効果をねらったものと考えられる。
（３）貞享以前・以後　
表①の最下段には、 貞享以前の連句季語の集計上位を示してある。
それを見れば、貞享以前で多く詠み込まれていたのは、春・秋では季節名と「霞」 「柳」 「鴬」 「藤」 、 「露」 「雁」 「霧」 「薄」などの伝統的な季題である。とりわけ、貞享以前の連句において、 「露」が非常に多く用いられていたことがその数の多さからわかる。連句の発句で用いられることもなければ、詠み込まれた場所 偏りはとくに見いだせな 。だが、注目すべきは「露」全五三例が三二巻
（寛
文・延宝二五巻・天和七巻）
の連句に用いられているという点である。
これは、 「露」が一巻の中で繰り返し使用される季語であったことを意味している
⑷
。しかも、歌仙形式・百韻形式に関わらず、複数
回詠まれているのである。その意味 「露」とは、貞享以前の連句において、最も常套的な秋の季語であった いうことができる。こうした「露」の扱い 『冬の日』以降 連句にお 見られなくなる。一巻に繰り返し使用された は二巻 みで、残 の五七巻においては、複数回使用さ ることが 。言い換えれば 貞享以降の連句は、一巻で繰り返し季語を使用することを避けたために、秋の季語のバリエーションが増えたと推察でき 。　
また、貞享以前の冬の季語では、 「雪」 「時雨」 「霜」の数が一様
に多く詠み込まれ いる。その意味で、貞享以降の連 にお て、冬の季語として 「雪」 がいか 集中して用いられていたか わかる。「雪」は連句全体で一〇六例
（貞享以前：八八／貞享以降：一八）
、発
句で四三例と連句でも発句でも多く詠み込まれ いる季語 あ連句には、春・秋の句数が関係するため、連句で詠まれた季語の上位に、秋や春を本季に持つ が多いのが当然なのだが その中冬を本季に持つ「雪」が、 「月」 花 、 「春」 「秋」に次 で多く詠まれた季語であったことは重視しなければならな
⑸
。
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貞享以前の連句において、 伝統的な季題が多く見られるのは、 夏 ・
冬でも同様である。だが、その内実を見てみると、夏・冬ともに季節名が上位に見られない。夏の季語では「ほととぎす」が両者に共通して多く用いられているが、貞享以降に「鰹」や「清水 といった季語が上位に見られず、代わって「夏」という季節名が多く詠まれたというのも特徴として挙げられる。貞享以前と以後では、 りわけ夏・冬において、そのバリエーションが、伝統的季題を詠み込むということから、 たとえば、 「冬の朝」や「夏 山」などのように季節名を冠することでさまざまな季節の詞として機能させて くという 語の用い方に変容 いる
⑹
。
　
以上概観してきたように、表①を一覧して、量的観点から特徴づ
けられる季語などはわかりやすい。だが、一見そ 差異の見えづらい発句・連句双方に同じよう 多く用 られるような、代表的な季語はどうだろうか。実は、貞享以降、二〇例以上詠まれた季語について見てみると、和歌以来の伝統的な季題が多く、発句や貞享以前とさほど変わりはな 。しかしながら、個別に見てみ 「露」や 「雪」 「蝶」 などは、 時期を問 ず多く用 られたものであるが、 「霧」「砧」などは貞享期を中心に用いられた季語である。それに対して、「かげろふ」 「鴬」 「時雨」 「霜」などは元禄三年以降、晩年にかけて多く用いられている。これは「春」 「夏」 「秋」 「冬」 四季名も同様である。このように、時期によって季語の使用には偏りが見られる。 「風狂」 志向や季移りの付合が頻出するなど、 季の混み合った貞享期の作風から、人事句に重きが置かれ「か み」 志向 指摘される晩年にかけての作風 変化が 季語 使用に影響を与えているとも考えられる。一句における表現の問題を含め こうした連句季語の時代的変遷に関しては 以下、章を改め 見ていきたい。
　　　
二、季語の時期的変遷
　
芭蕉が一座した連句は、およそ二一〇巻、七六〇〇句ある。その
うち、季の句は五一 ・四％に相当する、三九〇〇句ほど詠まれている。時代ごと 分布を大まかに見てみると 『冬の日』以降の連句が、季の句は三〇五〇句ほどで五三％、それ以前では八六〇句ほどで四六％となっている。（１）季句の割合　
次頁上段の表②は、 貞享元年『冬の日』以降の芭蕉一座の連句を、
連衆・地域など 傾向の異 る可能性を考え、便宜的に興行地域を踏まえて八期に分類し、そ 中での季の句の割合を示したものである。なお、参考として貞享以前の連 割合、また芭蕉発句四季句数を示してある。貞享以前 連句にお ては、百韻形式が多く、季の比率 同様に比較できないため、ここでは参考として考えてお 。以下、この八区分にもとづいて 時代的な傾向や連衆の嗜好など、その様相を明らかにしていきた 。　
次頁の表を参照されたい。この表②からは、総句数に占める季の
句の総数
（以下、季句数とする）
の割合は時代の経過につれて緩や
かな減少傾向にあることがわかる。五割五分から六割で推移していた季句の割合が、第五期を境に、第六期 第七期と減少し第八期には五割強にまで減少し いる こ 一〇％の減少は、季の式目と配列の観点から考えて、見逃せない増減であるといえる。そもそも、歌仙一巻では発 ・脇、初表五句目の月の定座 中心 秋三句、初裏には月の句・花の定座関連の秋・春の六句、名残表十一句目の月の定座関連で三 、名残裏には花 定座関連で二句と、春・秋を中心に季句が十六句は必要である。これに通常夏・冬が加わ ため、
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歌仙において通常、季句は十八～二〇句。つまり、五〇～五五％存在することになる
（事実、貞享
以降の芭蕉連 における季の割合の平均は五三％である）
。こ
のことを考えると、貞享期は五五 前後から、第三期にいたっては六〇 ・五％と、この時期の季句の割合の高さが窺われる。また、最晩年の元禄七年、五〇％強という数値は この時期いかに雑 句を中心に展開して、季句が最低限しか詠まれていなかったかを顕わに物語る数値といえよう。時代の経過 共に減少傾向を示すのは、季句中心の句の展開から人事句中心の句の展開
へと、連句の傾向が推移した結果と考えられる。　
さらに、細かく四季分布を見てみると、発句に当季を詠み込むた
め、興行時節にともなって季の割合が変化していることがわかる。たとえば、第一期・第四期において冬の割合が高いのは、冬発句の興行が多いためであり、 五 の夏 高いのも、同様の理由である。第三期における季の割合の高さは、他の時期に比べて、冬の句と春の句の割合の多さに起因していると考えられる。先にも記したが、季の式目 定座 関連で春・秋の句の割合が高いのは当然の結果である。秋の句数が二二％前後で推移し いるのに対し、春の句は変動が激しいも 、およそ 七％前後であ 。 「二花三月」といわれるように 秋を本季 する月の句数の関係 、秋の句数が春の句数を上回るのは想像に難くな 。だが、第三期は、春が秋よりも高いという興味深 結果 出ている。また 第二期・四期第七期は江戸での連句である。こ 三者（なかでも四期 七期）の季の割合が類似してい ことも 江戸 連衆における季の展開への嗜好がかいま見えるようで興味深い 最晩年の第八期は、 わけ春 割合 低 。作風の時期的傾向を見 うえでは 興行場所と一座した連衆の問題に間して留意す 必要 あろ 。（２）各時期の季語の様相　
芭蕉連句における季句の割合は、元禄二年「おくのほそ道」の旅
を境に大きく変化している。 句の割合 高 貞享期は、季の句中心に連句が展開され、それとは対照的に、とりわけ第七期・第八期の晩年は、雑の句が連句の中心 なる。稿末には、附表 して時期別に季語 集計し、その 覧を示してあ それをふまえて、さらに詳しく時代ごとの季語の を見ていこう。
表②芭蕉一座の連句における時代別季句数                                ※（ ）内は、総句数における割合。
時代 時期 場所・旅 総句数 季句数 (％） 春 (％） 夏 (％） 秋 (％） 冬 (％）
第一期 貞享元年『冬の日』～「野ざらし紀行」 402 223(55.5） 74(18.4） 28(7.0） 86(21.4） 35( 8.7）
第二期 貞享二年五月～ 江戸 478 260(54.4） 75(15.7） 43(9.0） 104(21.8） 38( 7.9）
第三期 貞享四年十一月～ 「笈の小文」「更科紀行」 625 378(60.5） 132(21.2） 37(5.9） 127(20.3） 82(13.1）
第四期 元禄元年九月～ 江戸 318 173(55.4） 57(17.9） 20(6.3） 69(21.7） 26( 8.1）
第五期 元禄二年四月～  「おくのほそ道」 736 387(52.6） 114(15.5） 58(7.9） 176(23.9） 39( 5.3）
第六期 元禄二年九月下旬～ 京都・近江・伊賀 996 513(51.5） 171(17.1） 50(5.0） 230(23.1） 62( 6.2）
第七期 元禄四年十一月～ 江戸 1276 683(53.5） 222(17.4） 80(6.3） 280(21.9）101( 7.9）
第八期 元禄七年五月～十月 最後の旅 898 453(50.4） 131(14.6） 65(7.2） 199(22.2） 58( 6.5）
貞享
以前
寛文・延宝年間 1216 537(44.7） 176(14.5） 33(2.7） 276(22.7） 52( 4.3）
天和～貞享元年 652 325(49.8） 95(14.6） 39(6.0） 143(21.9） 48( 7.4）
※【芭蕉発句】総句数：983　春：243　夏：238　秋：301　冬：195　雑（無季）：6 （月花 4・名所 2）
発句の季の内訳は雲英末雄・佐藤勝明校注『芭蕉全発句』による。
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第一期
　
第一期は「野ざらし紀行」の旅中である。この時期、季句の
割合が五五 ・五％と高く、総句数における四季句の比率は、春一八 ・ 四％、夏七 ・ 四％ 秋二一 ・ 四％、冬八 ・ 七％であって、他の時期に比べて冬の句を詠む割合が高い。この時期の連 、 全一一巻
（名
古屋六、熱田四、鳴海一）
中、用いられた季語のバリエーションは比
較的少ない。上位に挙げられるのは、 「秋」 「霧」 「春」 「霞」 「寒し」「雪」などで、これらが大多数を占める。なかには、次のように、　　　
樽火にあぶるかれはらの松
 
荷兮（冬）
　　
とくさ苅下着に髪をちやせんして
 
重五（秋）
（貞享元年「いかに見よと」表六句、脇・第三『冬の日』 ）
「かれはら」 「とくさ苅」などの季語や「茶の実」 「海鼠」など、表現が凝った言葉の使用も見られるものの、全体的には秋や春の季節名の他、 「霧」や「露」など常套的で伝統的な季語の使用が目立つ。第一期 連句は、 「風狂」の志向や趣向がかった句 展開や季移りの多用など、その作風が指摘されるところである。 とえば、　　　
ひとの粧ひを鏡磨寒
 
荷兮（冬）
　　
花蕀馬骨の霜に咲かへり
 
杜国（冬）
（貞享元年「炭売の」歌仙、脇・第三『冬の日』 ）
右のように、趣向がかった句作りが窺われるわけであるが、右 句では一句の季を決定している は「寒」 ・ 「霜 （返り花）など 伝統的な季語であることがわかる。同様に、　　
有明の主水に酒屋つくらせて
 
荷兮（秋）
　　
かしらの露をふるふあかむま
 
重五（秋）
（貞享元年「狂句こがらしの」歌仙、第三・初オ４『冬の日』 ）
「有明の主水」や「かしらの露」 「あかむま」など、趣向がかった表現で構成される右の付合。だが、その中で使用され 季語に注目す
ると、 「有明（月） 」と「露」という、極めてオーソドックスな季語であ ことに気づく。このように第一期の季語には伝統的なものが多く、その意味で、季語は他 句中の言葉のように、一句の趣向の一つとして詠み込まれたわけではない。むしろ一句に季節を添える役割として、季節の決定を主眼に詠み込まれているといえよう。また、　　　
霜にまだ見る蕣の食
 
杜国（冬）
　　
野菊までたづぬる蝶の羽おれて
 
芭蕉（秋）
（貞享元年「はつ雪の」歌仙、脇・第三『冬の日』 ）
「霜」 （冬） 「蕣」 （秋） ・ 「野菊」 （秋） 「蝶」 （春）というように、複数の季語を同時に詠み込む、いわゆる「季重なり」となった句も多く見られるのもこの時期の特徴である。こうした句が、季移り 付合に用い こともまた、注意すべきであろ 。句中に複数の季語が存在したことによって、一句の季感がぼかされ、付合世界における季節も曖昧なものとなる。そこに描き出されるのは 季節と季節との合間の微細な季節感であったり 季節の移ろい ったりする。 季語を重ねることによって新しい季節感が創造 である。しかしながら、 「はつ雪の」歌仙 例は、付合世界 構成要素には、「蕣」と「野菊」という秋の季語が存在している。付合における同じ季節の共有によって季節 展開が図られていた。こうして、季語はあくまで季節の展開に際して季節を決定する道具として扱われているのである。貞享以前の連句以来第一期 おい 、伝統的な季題が多かったのも、季語を詠み込むことよりも、季節 展開 方が主眼であったためで、そこに季語の持つ季節感が巧みに利用されていると見ることが き 趣向がかった が特色である貞享期。その第一期にあっては、季語のあたら みに主眼 置かれたのではなく、むしろ季以外の表現の趣向が模索された、と考えられよう。
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第二期
　
貞享期江戸滞在中の第二期は、季句の割合が五四 ・四％と依然高
い。総句数における四季句の比率は、春一五 ・ 七％、夏九 ・ 〇％、秋二一 ・ 八％、冬七 ・ 九％となっており 全時期を通して最も夏の割合が高い時期である。また、春の割合も他の貞享期に比して低いのが特徴的だ。この時期 夏発句が一、秋二、春四 冬五巻と、春と冬発句の連句が多 その中で春の割合が低く 夏の割合が高いのはこの時期 特色ともいえる。使用された季語は、依然として伝統的な季題が上位を占める の、二例・三例の 、一例 季語が増え、 一期に比べて季語の偏りが小さい。つまり、 第一期に比すると、季語のバリエーション 増える傾向にある とえば、　　
松風のはかた箱崎露けくて
 
嵐雪（秋）
　　
酒店の秋を障子あかるき
 
其角（秋）
　　
社日来にけり尋常の煤はくや
 
才丸（秋）
　　
舞ふ蝶仰ぐ我にしたしく
 
コ斎（春）
（貞享二年六月二日「涼しさの」百韻、第三～初オ６）
　　
棒の月一の窓に僧痩て
 
露沾（秋）
　　
渋つき染し裏の藪かげ
 
沾荷（秋）
　　
みみづくの己が砧や鳴ぬらん
 
芭蕉（秋）
（貞享三年「蜻蛉の」半歌仙、初ウ９～
11）
その中には、 右に示したように 「社日」 や 「渋つき」 、 また 「順の峰」 「引板」 など他の時期に見られないような季語が並ぶ。 しかも、 才丸の 社日」の句は秋の三句目、沾荷の「渋つき」の句は、秋の二句目の句として、季の式目 中で明らかに秋句であると提示しながら 語選び取られていたことがわかる。さらに、その他にも「冬 こしらへ」などと季節をずらす表現や歳暮や新年 関わる「年とる物」や「去年」 「今年」などの言葉、 「わくら葉」 「八ツ手の花」などの植物
に関する言葉、また「立初る虹」など、言葉としては雅語表現ではあるが、表現が工夫され、新たな着眼点のもと、リアリティーを追求した季節感を詠み込んでいるのである。　
たとえば、次に示した「涼しさの」百韻の清風句は、前句・後句
ともに春で り、句数の規定からこの句も春の句でなければならない。しかしながら、当時の季寄せ類を参照しても一 には季語として既出のものは い。　　
谺して修理する船の春となり
 
素堂（春）
　　
立初る虹の岩をいろどる
 
清風（春）
　　
きれだこに乳人が魂は空に飛
 
芭蕉（春）
（貞享二年六月二日「涼しさの」百韻、名オ１～３）
おそらく、この句の中で季と て機能 ているのは、 「立初る虹」であろう。 この 「立初る虹」 とは、 「初虹」 ことと考えられる。 「初虹」は『袖かがみ』
（延享元年）
に二月として所出、 『曲尺』
（明和八年）
『三
潮草』
（文化三年～）
に至って「虹初めて見ゆ」として三月の季語と
して定着している。最も早い記述としては『滑稽雑談』
（正徳三年）
に「月令曰、季春之月、虹初見。
（中略）
これを初虹など云て春也」
とある。 『滑稽雑談』に先立って、 「初虹」に春の季感を見て 季語として用いた例といえよう。つまり この「涼しさ 」百韻の例は季寄せ・歳時記類に先行 季節の表現が詠み込まれたものであるということができる。このように、第二期は、総じて、季語 バラエティーに富み、新しい季節感の表現を模索して る様が見 取れる時期だと評せよう。　　　　
第三期
　
第三期は、江戸を出て「笈の小文」 ・ 「更科紀行」の旅中で巻かれ
た連句であ 。この巻の連句は 尾張で二二巻（
名古屋五、熱田六、
鳴海一一）
その他三巻
（大津一、岐阜二）
がある。この時期、最も季
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句の割合が高く、六〇 ・五％にのぼる。総句数における四季句の比率は、春二一 ・ 二％、夏五 ・ 九％、秋二〇 ・ 三％、冬一三 ・ 一％で、春と冬の割合が最も高い。それに対して、夏の割合が低いのが特徴的である。冬の割合が高いのは この時期の連句 大多数が冬発句で始まるためと考えられる
（冬発句が一三、秋四、夏・春三と、旅程の
関係から冬の句が多く詠まれたことが推察される）
。冬の割合が一三％
ということは、一巻に冬が四～五句詠まれたことになる。春・秋の句数は季の式目の関連で下限 決まっているといっても過言ではない。発句・脇は同季でなければならないので、冬発句から始まる連句では、表六句ですでに二句～三句 る になる。これに、平句の間に一～二句、詠み込んだ計算になる。とする らば、自然と夏の を避けること 季の割合の調整をとっ あろう それにしても、季句がこれほど多く詠まれた時期は、他にはない。季の句の割合が高いことには、こ 時期、季移り 付 頻出したことが影響していると考えられる
⑺
。第一期・第三期・第五期は、と
もに旅中であるが、こうした時期に季移りの付合が多く、季を集中させる傾向があったことは 注目できる結果であろう。使用された季語を見れば、常套的な季語の使用も見え が 一例 み 季語が多いことから、使用さ た季語 バリエーションの豊富さが窺わる。なかでも、 第二期と同じく「青蔦」 「埋火」 「蝸牛」 「 翹」など、用い 季語の多様さが特徴的であり、 かつ、 右の菐言 よう 午時の花」 などとその表現が工夫さ ている とも注意しておきたい。　　
藁の戸に乳を呑ほどの子を守て
 
自笑
　　
もぎつくしたる午時の花
 
菐言（夏）
　　
山路来て何やら床し郭公
 
如風（夏）
（貞享四年十一月十七日「笠寺や」歌仙、名オ７～９）
この他にも、 「藻の花」 「柿の蔕」など植物に関わる季語のバリエー
ションなどが興味深い。　　　
おぼろのかゞみ価百銭
 
芭蕉（春）
　　
具足きて春のなごりを惜けり
 
鏡鶏（春）
（貞享四年冬「露凍て」歌仙未満二四句、初ウ６ ・ ７）
　　　
明やすき夜をますらが腹立て
 
荷兮（夏）
　　
なにを鳴行ほとゝぎすやら
 
芭蕉（夏）
（元禄元年七月二十日「粟稗に」歌仙、名ウ３ ・ ４）
こうした表現の工夫という観点では、 帰雁を意味する「雁のなごり」という言い回しや、 行春を惜しむ「春のなごり 惜しみけり」 、 また、夏の短夜を意味する「明けやすき」など一句の言い回しを生かした表現が目を惹く。さらに、第一期と同じく、 「季重な 」の現象が多いのも特徴的である。総じて、 第三期は第一期と似た傾向を持ち、その中でも、季句の割合の高さが目立ち、全体として季が混み合った特徴が見られるものである。つまり、第三期は、向を持ちな らも、季語 扱いが異なっ いる。その から見れば、第二期と同様 、第二期から継続して季語の開拓が行われ、それが第三期の季の扱いを特徴づけてい といえよう。　　　　
第四期
　
元禄期に入り江戸に戻った間に巻かれた連句である第四期は、季
句の割合が五五 ・ 四％と依然高 。総句数におけ 四季句 比率は、春一七 ・九％、夏六 ・三％、秋二一 ・七％、冬八 ・一％となっており第二期
（江戸滞在中）
と秋 ・ 冬の比率が似通っている。季語のバリエー
ションが最も少ないのがこの時 特色と える。常套 な季語を使用する一方で、　　
月出ば行灯消
サン
座敷かな
 
越人（秋）
　　
朝夕かゝる柴牆のひよん
 
苔翠（秋）
（元禄元年「月出ば」半歌仙、発句・脇）
芭蕉連句の「季の句」
一一
　　　
蔓のあくたをあらす野鼠
 
友五（夏）
　　
不二詣おひねだはらを草枕
 
芭蕉（夏）
（元禄元年「雪の夜は」歌仙、初ウ６ ・ ７）
「ひよん （柞
いすのき
） 」 や 「あこだ （瓜） 」 など見慣れない季語を含め他にも 「さ
さげ」や「桐の薹」など、植物に関するバリエーションが目立つ。　　　
髪それば国なつかしき須磨の寺
 
蒼波
　　
花はさかりになすびちひさき
 
夕菊（夏）
　　
男なき妹がすだれを守かねて
 
路通（恋）
（元禄元年十二月「皆拝め」歌仙未満三十句、名オ３～５）
なかでも、右の夕菊句のように「茄子」の実のみでなく、その花をも詠出対象にし、花の時期には茄子の実が小さいと表現するなど、季節の表現が、その時節にふさわしく工夫されていることも注意しておきたい。また 「在郷馬」 「梟」など季語として見慣れ い言葉が並ぶのもこの時期の特色である。たとえば、 「梟 は 『夫木和歌抄』に雑として所出して以来 季語としては季寄せ・歳時記類に掲出されない語である。しかしな ら こ 「梟」が詠み込まれた句 関しては、三句続き 冬の二句目に相当する。　　
柊木に目をさす程の星月夜
 
曾良（冬）
　　
つらのおかしき谷の梟
 
路通（冬）
　　
火を焼ば岩の洞にも冬籠
 
曾良（冬）
（元禄二年「衣装して」歌仙、名オ
10～
12）
冬は句数の規定により一～三句 定められているので、路通の「つらの…」 を冬と見なければ らない。この句は「梟」を冬 季語として詠んだ最も早い例である。このように、第二期同様にして、季の式目の中で、新たな季語への挑戦がなされ いる。それ 江戸で巻かれた連句の中に見られる、 ということは留意すべきである。こうした新たな季節の発見 志向す 傾向が 第二期・第四期に共
通することは、江戸での連衆たちの志向を反映したものとも見ることができ だろう。　　　　
第五期
　
第五期は、 「おくのほそ道」の旅中である。曾良を伴って訪れた
土地土地で連句を興行したため、芭蕉と曾良の句が多い。この時期の変化には慎重になる必要があろう。実際に、こ 第五期からの変化が著しく、芭蕉連句におけるターニングポイント
（留意すべき転
換期）
と見える。
　
第五期の季句の割合は 二 ・六％と減少しており、この時期から
季句の割合が下限に近く推移してい 。総句数における四季句の比率は、春一五 ・五％、夏七 ・九％、秋二三 ・九％ 冬五 ・三％であり、春と冬の割合が低い。一方、夏 秋の割合が他の元禄期の中で突出しているのは、旅程の関係から 発句・秋発句の歌仙が多いためであると考えられる。また、こ 時期の特色として、発句から表の月の定座を絡めて 三季移りや 裏の月から花前に関わっての三季移りなど、季 集中させる傾向が多く見 れた
⑻
。第三期が季の割
合が高く、季が混み合っていたために そ 一つ 結果 季移りが増加したり、季が集中したりするの 対して 第五期は季の割合が低いにも関わらず、季移りが多く見られる これは、あえて一巻の中で一箇所に季を集中させていくという季移りの傾向 いわば三季移りを志向する傾向だといえる。ある意味で、季の句 集中よる一巻の山場を作ろうとする試みである。そして、この三季移りの志向もまた、秋・冬の句の割合が高いと う第五期におけ 季句の割合が影響していると考えられる。　
季語に関してみれば、常套的な季語が多く見られるものの、たと
えば、次に示す「隠れ家や」歌仙 例 ように
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一二
　　
かくれ家や目だゝぬ花を軒の栗
 
芭蕉（夏）
　　
まれに蛍のとまる露艸
 
栗斎（夏）
（元禄二年四月二十四日「隠れ家や」歌仙、発句・脇）
「栗の花」 ・ 「露草」 「蛍」 といった卑近な動植物の描出、 「ひよどり」 「牛蒡の芽」 「ほぐし」 「ねぶた咲」 「枇杷」 「ぬき菜」など旅中で目に触れるような景物のバリエーションが多い。また、　　　
ゆふづきまるし二の丸の跡
 
素英（秋）
　　
楢紅葉人かげみえぬ笙のおと
 
清風（秋）
（元禄二年五月下旬「涼しさを」歌仙、初オ４ ・ ５）
　　　
洞の地蔵にこもる有明
 
翠桃（秋）
　　
蔦の葉は猿の涙や染つらん
 
芭蕉（秋）
　　
流人柴刈秋風の音
 
桃里（秋）
（元禄二年四月「秣おふ」歌仙、名オ
10～
12）
「楢紅葉」や「蔦紅葉」を意味する芭蕉句など植物の紅葉のバリエーション他、植物を中心とした景物のバリエーションが格段に増えている。さらには、 「初刈の米」や「とくさ刈」 「稲干す」 「種蒔」 「菅刈る」など農耕 関わる語も多く見られるのも特徴的である。総じて、旅中の展開にもとづくかと思われる句があるなど、季語のリアリティーを重視し、それを元に連句の季節感の表現が されていると考えられる。　　　　
第六期
　
第六期は、京都・近江・伊賀漂泊中に巻かれた連句で、この時期
からいわゆる「かるみ」への志向が指摘されている。 句の割合は五一 ・五％と低い。総句数における四季句の比率を見てみると、春一七 ・ 一％、夏六 ・ 三％、秋二三 ・ 一％、冬六 ・ 二％となっている。第五期に比べて、夏・秋・冬の割合が減少す 一方、春の割合のみが増加している。季語を見れば、全体で上位に見られた常套的な季語
や景物が増加し、この時期の句数に対して、使用された季語の種類が少ない。そうした中で、言葉を組み合わせることで季節感を表現したもの、 わば季語の造語化が指摘できる。たとえば「月」 「花」や季節名、常套的な季語と組み合わせることで一句の季節の表現がなされていたり、 「芙蓉の花」 「紫蘇の実」 「蕗の芽」など ～の実」や「～の芽」といった着眼が細部にま 及ぶ季感表現、 また「寒し」「涼し」 「すさまじ」のみならず「寒初る」などの寒暖の感覚表現のバリエーションが非常に多く見られる。おおよそ、第五期 似た特徴の季語バリエーションを持つわけだ 、なかには　　
日を負て寐る牛起す雲雀かな
 
式之（春）
　　
たれ摘
ミ
残す菊のひと畑
 
拙許（春）
（元禄三年春「日を負て」半歌仙、発句・脇）
　　
種芋や花のさかりに売ありく
 
芭蕉（春）
　　
こたつふさげば風かはる也
 
半残（春）
（元禄三年春「種芋や」歌仙、発句・脇）
　　　
ひとへのきぬに蚤うつりけり
 
三園（夏）
　　
賤の屋もかひこしまへば広くな
 
良品（夏）
（元禄三年三月二日「木のもとに」歌仙、名オ４ ・ ５『蓑虫庵小集』 ）
　　
此夏もかなめをくゝる破扇
 
園風（夏）
　　
醤油ねさせてしばし月見る
 
猿雖（夏）
（元禄四年二月中旬「梅若菜」歌仙、名オ
11・
12『猿蓑』 ）
「菊の苗分け」 「火燵ふさぐ」 「蚕しまふ」 「醤油ねさせる などの生活に結びついた言い回しにより、季節感を表現した句が一際目を惹く。一句の大半の字数を割いて、 季の句の季節感が表現されており、しかも、こうした季感表現が景気句ではなく、人事句の一部であることもまた 季句の表現の変化と て留意し ければなるまい。
芭蕉連句の「季の句」
一三
　　　　
第七期
　
第七期は江戸滞在中で、季句の割合は五三 ・五％であり、他の元
禄期に比べて高い割合である。総句数における四季句の比率は、春一七 ・ 四％、夏六 ・ 三％、秋二一 ・ 九％、冬七 ・ 九％と、同じく江戸滞在中の第二期 ・ 第四期と似通っている。だが、貞享期と異なるのは、この時期 総句数に対しての季語の種類がさらに減り、常套的 季語が多く用いられる点である。 はいえ、その一方で 次のような「涼しい月」や「冷たい（猫の…） 」など、口語表現が増えてくる。　　
むだ口に涼しい月の入かゝり
 
支考（夏）
　　
あの榎から蚊柱がたつ
 
支考（夏）
（元禄五年正月下旬「鴬や」歌仙、名オ
11・
12）
　　　
つめたい猫の身をひそめ来
ル
 
桃隣（冬）
　　
むつかしや襟にさし込娵の
 
彫棠
（元禄五年十二月二十日「打寄りて」歌仙、初ウ６ ・ ７）
殊に、桃隣句に詠み込まれている「冷たし」は、本来詠み手の皮膚感覚において捉えられる語である。それを「冷たい猫」と「猫」に用いたために、自身の懐に入った猫の冷たさ 実感すること 冬の季節感を詠み込んでいる。とともに、 「 い猫」 と う言い回 は、心象表現とも響いて 春季の「恋猫」をイメージさせてくる。春にはまだ早いがために、誘 にのらぬ猫の冷淡さをも彷彿とする。感覚表現を口語的に用いること 、より強く心理描写が意識 れた表現といえよう。　
さらに、第六期同様に、季句の表現が一句の大半に及ぶ例が、第
六期に増して目に付くよう なる。　　
けふばかり人も年よれ初時雨
 
芭蕉（冬）
　　
野は仕付たる麦のあら土
 
許六（冬）
（元禄五年十月三日「けふばかり」発句・脇）
　　　
黒部の杉のおし合て立
 
芭蕉
　　
はびこりし広葉の茶園二度摘て
 
濁子（夏）
（元禄七年春「傘に」歌仙、初ウ２ ・ ３）
　　
竹の皮雪駄に替へる夏の来て
 
石菊（夏）
　　
稲に子のさす雨のばら〳〵
 
杉風（夏）
　　
手前者の一人も見えぬ浦の秋
 
野坡（秋）
（元禄六年冬「雪の松」歌仙、初ウ５～７『炭俵』 ）
　　
花
　
月
　
丈
　
山
　
鬧
テ 
素堂（春）
　　
しのを杖つく老の鴬
 
芭蕉（春）
　
 剪
テレ
　銀
　
鮎
　一
　寸
 
素堂（春）
（元禄五年八月八日「破風口に」和漢歌仙、名オ２ ・ ３）
「仕付けたる麦」 「茶二度摘む」 「稲に子
み
のさす」 「鮎一寸」など、そ
れぞれ一句における季の表現が一句全体の表現に関わるという点で第六期と同じ傾向を持つ。だが、第六期ではそれが人事句に多く見られた表現であったものが、第七期では、右に見たよう 景気の句にまで拡大して季感表現がなされているのである。 「稲 子のさす」では、 「稲」の本季、秋季より発想して稲穂の実りはじめた頃である晩夏の稲の様子を、 「鮎一寸」では、本季、夏季にいたるより小さい鮎の様子を描き出している。芭蕉に この句同様 「一寸」という言葉を用いた「曙や白魚白きこと一寸」
（貞享元年『野ざ
らし紀行』 ）
や「武蔵野や一寸ほどな鹿の声」
（延宝四年『誹諧当世男』 ）
などの発句があり、そ 景物の本季に近づく様子 詠むことで をずらした表現が見られる。この句もそう た のずらした表現方法の流れの上にあるのものと位置づけられよ 。しかもこうは、一見見慣れぬように思えて、貞享期 ような季語自体が凝ったものとは明らかに性質が異なって 。それは、 語 を故意に動かすことで、一句の句意にまで季の表現を広げ ため り
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芭蕉晩年の連句における特筆すべき特徴といえよう。現実の詠出対象に即した表現を用いることで、 季語の本季からのズレが描かれる。それが一句の句意にまで季の表現を広げようとする作意と相まって、この時期の新しい季節感を詠もうと る志向をあらわしているといえよう。さらに、 「稲の子の…」句のように、季移りの付合に利用され、季の前後に幅が生まれるために、他季に自然に 行できるよう促 ている。 季節感はもちろんだが、こ した表現は、付合世界での季感 構築が意識されて ように思われて興味深い。　
また、第七期の特色としては、連句によって季の割合の変動が激
しいことがあげられる。 とりわけ、 「水鳥の」 歌仙や 「口切に」 歌仙、 「破風口に」和漢歌仙など、芭蕉 付合 中で季 集中し、 移りが多出していることも、注目に値する。すなわち、第七期のその他連句での季の割合が非常に低い、とも言い換えられる。現存する連句の巻数も多く、なかには巻き直された も存在している。こうした中で、 季 割合の差異 、 いかなる意識と結びつくのか。 ハレ」の場と日常という興行意識の問題 また懐紙の質の問題も含め 改めて検討する必要もあろう。が、 今 指摘に留め、 別項に譲りたい。　　　　
第八期
　
最後の旅中の第八期は、季句の割合が最も低い。五〇 ・四％とい
う数値は、歌仙の句数に換算すると、一八句ほど なり 前にも記したが、最低限の季 であることがわかる。い 、雑の句を中心に、この時期の連句が展開されていたかがわかるだろう。総句数における四季句の比率を見れば、春が一四 ・ 六％、夏七 ・ 二％ 秋二二 ・ 二％、冬六 ・ 五％となっ いる。とりわけ 春の割合が全時期を通じて最も低い。 れを歌仙 数に換算すれば 五句ほどとな
る。すなわち、花の定座関連でのみしか詠み込まれておらず、しかも、名残の花関連の春に関しては、名残裏五句目（定座）か 始まり、挙句との二句のみ、という配置にほぼ固定している、と考えてよい。もっとも、例外も見られ、挙句が春以外のものや、表六句のみのもの、半歌仙や歌仙未満 も など、この時期 連 がすべて春二句で巻き挙げられているわけではないが 元禄七年夏「葉 くれを」歌仙以降の連句では とり 歌仙形式のもので、こう た特徴が見られる。こ 時期の、連句の展開の中心は季節 はなく雑の句にある。人事句増加にともない、 それに相応した の句 表現、また季語が選ばれたろうことは想像に難くない。実際 、使用された季語を見れば明確で、全体で上位に挙げられた常套的な季語が多用されたことが、一見して季語の種類の少 さでわかる。景物に関しても比較的日常的 目にする平易な季語が並ぶ。　　　
田のくさどきにはやる富士垢離
 
（夏）
　　
蚊のゐずばあるものでない夏の月
 
（夏）
（元禄七年六月中～下旬「ひら〳〵と」歌仙、名ウ２ ・ ３）
　
右のように 「季重なり」 の現象も、 「月」 や四季名に限らず見られる。
そして、同季で季語表現を重ねるものが多く 、他季 季語を重ねた貞享期とは明確に異なってい 。　　
とれたやら浜から通る肴籠
 
惟然
　　
彼岸のぬくさ是でかたまる
 
洒堂（春）
（元禄七年九月二十七日「白菊の」歌仙、初ウ９・
10）
しかも、 「田のくさどき」 ・ 「富士垢離」や「彼岸 ぬくさ」などという言い回しが一句の大半に及ぶことから、季節という観点で見ば一句が説明的となっている。このように、第六期・七期同様、一句の言い回 にまで広げた季感表現が多く見られ、それが特に第八期においては特徴的である。
芭蕉連句の「季の句」
一五
　　
秋来ても畠の土のひゞわれて
 
八桑（秋）
　　
雲雀の羽のはえ揃ふ声
 
芭蕉（秋）
　　
べら〳〵と足のよだるき華盛
 
子珊（春）
（元禄七年五月上旬「紫陽草や」歌仙、初ウ９～
11）
　　　
目つらもあかず霰ふるなり
 
芭蕉（冬）
　　
からびたる櫟林に日がくれて
 
山店（冬）
（元禄七年五月上旬「新麦は」歌仙、名オ４ ・ ５）
　　
名月の餅に当たる関東早稲
 
葉文（秋）
　　
ことしはいかう渡る安持鳥
 
葉文（秋）
　　
萱葺にしつぽりとふる秋の雨
 
（秋）
（元禄七年六月中～下旬「ひら〳〵と」百韻、名オ７～９）
　　　
秋のあらしに魚荷つれだつ
 
畦止（秋）
　　
家のある野は刈あとに花咲て
 
惟然（秋）
（元禄七年九月十四日「升買て」歌仙脇・第三）
例を挙げるならば、右のような「雲雀の羽のはへ揃ふ」 「からびたる櫟
くぬぎ
林」 「渡るあじむら」 「刈あと 花」 などがそれ 当たる。しかも、
こうした表現は景気句により多く見られる。 言葉を組み合わせたり、季語を重ね りしながら、一句で表現できる字数 大半を使った季感の表現であるといえる。結果として、季語の表現が一句にまで及ぶようになることが、季節のリアリティーの追求につな り、そこに一句としての表現の穏やかさと日常性がもたらされている。一般に「かるみ」は、平易な言葉 用い、 卑近な を通して詠句することといわれてい 。そうであるなら、こう た 一句での季節の表現は、まさしく 句における「かるみ」のあらわれとみことができるだろう。
　　　　　　　　　　
＊
　
これまで、貞享元年『冬の日』以降の連句季語について時期的な
変遷をみてきたわけだが、こうした貞享期と晩年との差異は、貞享以前の連句からの流れの上にあるとみてよい。貞享以前 季語をみれば、 いかに、 季節ごと 季語の表現が固定されていたかがわかる。集計上位には、和歌・連歌以来の伝統的な季題や季語が並び、表現も雅語的表現が多い。とりわけ、寛文年間から延宝八年の季語に特徴的である。これは、貞享初年頃の季語の扱い一般と軌を一にするものであろう。季節の決定 担う季語である ゆえに、その表現固定化して用いられていると考えられる。それが、天和年間から貞享元年の季語では、表現の仕方・種類に変化が見られ 寛文・年間に比して、格段に動植物に関わる季語が増える。　
また、次に見るように、 「夏やきのふ」として立秋の意を表現し
た「春澄にとへ」百韻の例 殊に、 夏 「ほととぎす」をも「程時過ぎて」の意を効かせること すでに秋となった景を描いたもとして特筆できる。　　
秋を啼烏の鳥を迎へせし
 
才丸（秋）
　　
夏やきのふの郭公さに
 
其角（秋）
　　
津の国の生田の森の初月夜
 
読人不知
（天和元年「春澄にとへ」百韻
85～
87）
　　
錦どる都にうらん百つゝじ
 
麋塒（春）
　　
壱
 花ざくら
 二番
 山吹
 
千春（春）
　　
風の愛三線の記を和らげて
　
 
卜尺（ ）
（天和二年「錦どる」百韻、発句～第三）
同様に、右に挙げた「風和らぐ」の例も暖かくなった春風を表現たもの、 他にも「しぼむ滝」 、 「串柿飾る」 夏隣」 「霜を待つ」など、景物と時節とに着目した季節の表現が見られるようになる。言葉と
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しては雅語表現を用いながらも言葉の言い回しによって季感をずらしていく手法は、第二期・四期に見られた江戸滞在中での新たな季節の表現の追求する着眼に近い。さらには、季語の表現が一句の表現と密接に関わっていくという、 こうした季節 表現方法は、 後に、第六期以降の季感表現の萌芽 して 大い 注目に値するものだろう。だが、芭蕉連句における扱いとは同一とは言えず これについては、稿を改めて論じたい。なお、こうした天和年間の季語の特殊性に関して、季語への意識や季の問題を含め分析を行っ 別稿 用意がある。　
このように見てくると、芭蕉連句の季語の使用には時代の経過と
ともに変化が見られるものである。各所へ 旅は 新 い連衆との関わりをもたらす。 その土地 の生活を背景に紡ぎだされてくる 「ことば」 を連句の中に持ち込むこと 、 道中の 物 ・ 動植物や農耕 ど、その土地ならでは 眼前の時節がそ 都度取り込まれ、結果として多様な連句世界 獲得したと考えられる。季語が季節の決定する核であった貞享初年から、あら な季語の発掘へと目 向けられた貞享期の傾向がある。とくに 江戸滞在中の連句には見慣れぬ言葉の使用が目立ち、季節の表現への挑戦が行われていた こ 貞享期連句には、季の句が高い割合で詠み込まれている。それが、元禄二年「おくのほそ道」の旅を境に、その割合が下限に近くなる。しかも季語をみれば、農耕に関わるもの 風土 関するものなど、リアリティーをもって詠まれた季語が並ぶ。第六期 なる 、そ 表現は、言葉を組み合わせたり、季語を重ねるなどして、一句全体で季節感の描出へと変化する。 中で、季節 表現は人事句にまで拡大し、人事の中に季節感を見いだそうと試みられていた。連よって、バラツキ ある第七期で あるが、こうした一句 言い回しを利用しての季節の表現は、 次第に景気 にまで広がってくる。
最晩年の第八期にいたっては、一句の大半が季節の表現と化し、そうした表現は景気の句が大多数を占める。また、同季 季語を重ねたり、特に寒暖の感覚を表す季語の利用す などして、一句全体での季節をあらわすような、 説明的な季の言い回しが用いられている。すなわち、芭蕉連句においては、晩年にいたるにつれて、季の句季節の決定が 季語から一句全体 季節表現へと拡大さ 、そのことによって、これまで季節を見いだされる対象になりえなかったあらゆる事象までもが 季節の 中に取り込まれ いったのである。季語という、い ば固定化された詩的世界の範疇をこえて、日常世界そのものの中に の発見の試みが たと見る ができるだろう。結局、芭蕉連句の の句 おける「季重なり」の現象や一例の季語の増加、使用される季語 多様化などは いかに新しい季節感を芭蕉が求めてきたかをあらわしていたわけ 。　　　
三、
　
日常世界への挑戦
　
こうして言葉から一句へと季節の表現が拡大していく中で、一句
は、 それまで季語と う本意 持つ「ことば」の切り開く世界から、眼前のリアリティーある日常卑近な世界へとその表現範囲を増幅させていく。それは、いわば、 世界がその季節の体系へ取 込まれていくことを意味する。そう た例として、顕著な が 春・秋に比し 見るべき景物の少ない夏・冬の詠まれ方であろう。実際に「冬」または「夏」という語が詠み込まれた句を取り上げながら、どのようにし 日常性が取り込まれ、 の表現範囲がいかなるもか、見ていきたい。
芭蕉連句の「季の句」
一七
（１） 「冬」と詠み込まれた句　
連句で「冬」と詠み込まれた句は、 「冬が来ること」が主体に詠
み込まれている。実際に連句に詠み込まれた例を見てみると、次のような例が挙げられる。　　
鳥屋籠る鵜飼の宿に冬の来て
 
芭蕉（冬）
（元禄二年六月十九～二十一日「温海山」歌仙、初ウ１）
　　
のがれぬやよそからは来ぬ冬の来て
 
風麦（冬）
（元禄七年七月下旬「残る蚊に」歌仙未満三十句、名オ３）
　　
ひとり娘の冬のこしらへ
 
濁子（冬）
（元禄六年九月十三日「十三夜」歌仙、初ウ４）
　　
そろそろ出す冬 うり物
 
去来（冬）
（元禄七年閏五月下旬「葉がくれを」歌仙、初ウ４）
　　
冬はじめ熟柿をつつむすぐりわら
 
芭蕉（冬）
（元禄七年八月二十三日「松茸や都」十六句、初ウ１）
　
これらを見れば、冬支度や、冬仕事など、冬に対して身構える人
物像が詠み込まれていることがわかる。叙景であっても冬の風物詩に擬人法
（人物の行動と共に）
を冠して表現されることが多く、そ
の意味で連句において「冬」を詠み込んだ場合、冬の情景に対して人の行為が修飾されて ることが特徴的なのである。こ 擬人法的に表現することで、対象物 そこに浮かび上が 人物とがシンクロされて一句が構成され 主体的人物の描写がなくても自然そこに人物が含意されるよう 。　
次に挙げたのは人の行為そのものを詠んだものである。 たとえば、
季語「冬籠り」の句（四例）などが、これに該当しよう。　　
火を焼ば岩の洞にも冬籠
 
曾良（冬）
（元禄二年「衣装して」歌仙、名ウ１）
　　
をのをの武士の冬籠る宿
 
芭蕉（冬）
（元禄二年四月二十二～二十三日「風流の」歌仙、名オ４）
　　
冬籠物覚ての大雪に
 
左柳（冬）
（元禄二年九月四日「はやう咲」歌仙、名オ７）
　　
此里は山を四面や冬籠り
 
支考（冬）
（元禄四年十月「此里は」歌仙、発句）
　
これらの句からは、冬に臨んでの過ごし方が浮かび上がってく
る。同様に前掲の「冬のきて」の句や、 「冬のこしらへ」の句からは、冬支度に追われる人物が想起される。こうした、それぞれの人物行為 ・ 行動を詠み込んだ句は、その生活感が実直に表現さ ている。しかも、その描写された人物が、総じ 、侘しく、素朴な生活をする人物であることがわかる。　
また、次に見るように、そうした侘人からの視点から風景描写が
なされたり、心象表現を効かせた句が目立つ。　　
冬の朝日のあはれなりけり
 
芭蕉（冬）
（貞享元年「霜月や」歌仙、脇）
　　
冬がれわけてひとり唐苣
 
野水（冬）
（貞享元年「狂句こがらし」歌仙、名オ６）
　　
冬景や人寒からぬ市の梅
 
濁子（冬）
（貞享三年「冬景や」歌仙未満三四句、発句）
　　
生木をもやしてあたる 日
 
岱水（冬）
（元禄元年「雪ごとに」歌仙、名オ
12）
　　
かちで旅だつ冬の山里
 
卓袋（冬）
（元禄二年十一月三日「とりどりの」五十韻、脇）
　　
冬のかがしの弓を失ふ
 
三園（冬）
（元禄三年三月二日「木の本に」付延歌仙四十句、名ウ２『風麦』 ）
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能登の七尾の冬は住うき
 
凡兆（冬）
（元禄三年夏「市中は」歌仙、初ウ４）
　　
麦の小うねをたたく冬空
 
珍碩（冬）
（元禄三年八月中旬「白髪ぬく」半歌仙、初オ６）
　　
火をうつ声にふゆのうぐひす
 
如行（冬）
（元禄四年十月「もあぬほど」半歌仙、脇）
　　
小松のかしらならぶ冬山
 
芭蕉（冬）
（元禄五年冬「月代を」半歌仙、脇）
　　
冬のみなとにこのしろを釣
 
濁子（冬）
（元禄六年八月十六日「いざよひは」歌仙、名オ
12）
　　
代官の仮屋に冬の月を見て
 
芭蕉（冬）
（元禄五～六年冬「生ながら」歌仙、第三）
　　
大坂の人にすれたる冬の月
 
利合（冬）
（元禄六年冬「雪の松」歌仙、名オ
11）
　　
削やうに長刀坂の冬 風
 
里圃（冬）
（９）
（元禄七年春「八九の間」歌仙、名ウ１）
　
たとえば、 「伊駒河内の冬の川づら
　
揚水」
（貞享三年一月「日の春
を」百韻、三オ
14）
や、 「冬空のあれに成たる北颪
　
凡兆」
（元禄三年
八～九月「灰汁桶の」歌仙、名オ３）
、 「日の出るまへの赤き冬空
　
孤
屋」
（元禄六年冬「雪の松」歌仙、脇）
のように、風景描写中心の例
外もないわけではないが、 「冬」と詠み込まれた句には、そのほとんどに人物の行為が描かれる。すなわち、 「冬」に対して、寒さに備える人物や、擬人化された景物は、その心象表現が強く打ち出されることになる。こうして、 一句として侘しさが造形さ 、 冬の「寒さ」が際だつ句作と っているのが 「冬」と詠み込んだ句 共通する特徴とい よう。 「冬」という語を詠み込むことで、日常生活の中にある冬という時節が立ち上がってくる。発句の季語体系や季
寄せなどを見れば、季の世界の大半は、景物にある。景気句に季の句が多いのはそのためであると考えられるわけだが、 こうして、 「冬」という語が詠み込まれ 句を見てみると、季の句が人事世界にまで広がりを持って表現されている様相が窺われるのである。　
ところで、 四季名の中で「冬」は、 連句では詠み込まれた数が秋 ・
春に次いで三番目であったが、発句では最もその数が少ない。発句の場合を見てみよう。
冬知らぬ宿や籾する音霰
 
（貞享元年）
冬瓜やたがひに変る顔の形
 
（元禄七年）
石枯て水しぼめるや冬もなし
 
（延宝八年）
冬の日や馬上に氷る影法師
 
（貞享四年）
面白し雪に ならん冬の雨
 
（貞享四年）
冬牡丹千鳥よ雪のほととぎす
 
（貞享元年）
冬庭や月もいとなる虫の吟
 
（元禄二年）
京にあきて此木がらし 冬住ひ
 
（元禄四年）
　
◇冬籠り
先祝へ梅を心の 寵り
 
（貞享四年）
冬寵りまたよりそはん 柱
 
（元禄元年）
屏風にハ山を絵書て冬籠
 
（元禄六年）
折々に伊吹を見ては冬籠り
 
（元禄四年）
難破津や田螺の蓋も冬寵
 
（元禄六年）
金屏の松の古さよ冬籠
 
（元禄六年）
さしこもる葎 友か冬莱売
 
（元禄 年）
　
右に示したのは、 発句において「冬」と詠み込まれた句であるが、
連句と同様、 「冬」の素材は「冬籠り」が中心であることがわかる。どのように「冬籠り」を行っている人物を描き出すかという点に主眼が置かれて句作され、人物に主眼が置かれた かれ方も共通する
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ものである。　
こうして、人事句への取り込みが「冬」という語を介してなされ
る。冬は、雪に閉ざされたり、寒さが厳しかったりと、生物も活動を休止する気候の厳しい時節である。その中で、自然に人事に目を向け、 家の中への着眼がな ことは想像に難くない。 「雪」 「霜」「木枯らし」 「時雨」 「千鳥」 「水鳥」 「歳暮」など、 冬の季語のバリエーションと詠まれ方には偏りが こうした傾向は和歌・連歌以来のものであった。二頁の表①に示した貞享以前の連句季語の上位を見れば明らかだが、 連句で の句を詠もうとすれば 「雪」や「時雨」などの伝統的季題が繰り返し使用されていた。だが、貞享以降 芭蕉連句にあっては、こうした使い古された季語ではなく こで見てきたよう 「冬」という語を共に詠み込んだり、また「寒し」という寒暖の感覚を表す季語を用いたり ながら 句中に人物を想定して、冬の句が詠み込まれている。こうして、連句という四季折々の景物を詠み込む特殊な環境にあって、その素材を人物 視点から描き出すことで、冬 句の詠み方のバリエーションを増やし ったのであろう。言い換えれば、そ は、人物の姿や動作 に 冬の季感を見いだそうとした結果といってよいだろ 。（２） 「夏」と詠み込まれた句　
実は、 「夏」と詠み込まれた句は、連句においては、四季の中で
最も少ない。そ 特徴は、他の夏の季語や他の季節を本季 す 季語と共に詠まれていること る。そ ため「夏 ～」という表現が目立つ。まずは、連句における「夏の～」と詠ま た例 、そ詠み方に即して分類しながら挙げておく。
〈夏～〉　　
京の杖つく岨の夏麦
 
東藤（夏）
（貞享二年「おもひ立」一二句、脇）
　　
夏川やはや宵の瀬を踏ちがへ
 
涼葉（夏）
（元禄六年八月十六日「いざよひは」歌仙、名オ５）
　　
ふところえ畳んで入る夏羽織
 
馬莧（夏）
（元禄六年冬「いさみ立」歌仙、初ウ９）
　　
夕
や蔓に場をとる夏座敷
 
為有（夏）
（元禄七年夏「夕
や」歌仙、発句）
〈夏野〉　　
秣おふ人を枝折の夏野哉
 
芭蕉（夏）
（元禄二年四月「秣おふ」歌仙、発句）
〈夏草〉　　
住程人のむすぶ夏草
 
露丸（夏）
（元禄二年六月四～九日「有難や」歌仙、脇）
〈夏の夜〉　　
夏の夜も明がた冴る笹の露
 
露川（夏）
（元禄七年夏「夕がほや
　
二」歌仙、名ウ１）
　　
夏の夜や崩て明し冷し物
 
芭蕉（夏）
（元禄七年六月十六日「夏の夜や」歌仙、発句）
〈夏の月〉　　
狼の番して明る夏の月
 
嵐竹（夏）
（元禄二年二月七日「かげろふの」歌仙、名オ
11）
　　
市中は物のにほひや夏の月
 
凡兆（夏）
（元禄三年夏「市中は」歌仙、発句）
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〈夏の日〉　　
茶をもむ頃やいとど夏の日
 
芭蕉（夏）
（元禄二年七月二十五日「しほらしき」世吉、初ウ４）
　
次に挙げた例は、夏という時節の中、他の季語と共に用いられ、
夏の句となったものである。　　
老声くるし夏の鴬
 
芭蕉（夏）
（貞享四年十二月一日「旅人と我」半歌仙、初ウ２）
　　
夏も小野には鴬のなく
 
乙州（夏）
（元禄六年七月「朝顔や」歌仙、名ウ２）
　　
此夏もかなめをくゝる破扇
 
園風（夏）
（元禄四年二月中旬「梅若菜」歌仙、名オ
11）
　　
夏寒き関の孫六ぬきはなし
 
嵐雪（夏）
（元禄五年「両の手に」歌仙、名オ７）
時節としての「夏」自体を単独で詠んだ句と考えられるのは、次の五例である。　　
草庵あれも夏を十畳
 
芭蕉（夏）
（貞享二年六月二日「涼しさの」百韻、初ウ８）
　　
水相にたり三またの夏
 
芭蕉（夏）
（元禄元年六月十七日「どこまでも」表六句、脇）
　　
ものの音も夏はなつをぞふきにける
 
嵐蘭（夏）
　（元禄二年二月七日「かげろふの」歌仙、初ウ９）
　　
竹の皮雪駄に替へる夏の来て
 
石菊（夏）
（元禄六年冬「雪の松」歌仙、初ウ５）
　　
夏過てから塩に事かく
 
杉風（秋）
（元禄五～六年冬「生ながら」歌仙、名オ
10）
　
このように見てくると、 「麦」 「扇」 「冷やし物」などの他の夏の
季語や、 「鴬」 「寒し」 「茶」などの夏以外の他の季節の季語、さら
には、季語以外の語句や景物
（ 「川」など）
に、いかにして夏の季を
持たせるか、または、いかにして夏にずらすかが、芭蕉連句における「夏」の扱われ方といえよう。 「夏」という語を用いることの意外性を示し、卑近な事物に夏らしさを発見することを主眼に詠み込んでいるのである。　
一方、発句では「夏」と詠み込んだ句は「春」と同程度詠まれて
いる。その意味で発句で 夏をどのように詠み、どう描 ていくかに関心があったことが窺われる。以下 発句で「夏」と詠まれた句である。
夏近し其口たばへ花の風
 
（寛文七年）
夏来てもたゞひとつ葉の一葉哉
 
（貞享五年）
世の や湖水に浮かむ浪の上
 
（貞享五年）
夏の夜や崩て明 冷し物
 
（元禄四年）
夏山に足駄を拝む門出哉
 
（元禄二年）
島々や千々に砕けて夏の海
 
（元禄二年）
夏衣いまだ虱を取り尽くさず
 
（元禄二年）
別ればや笠手に提て夏羽織
 
（元禄年間）
山も庭に動き入るゝや夏座敷
 
（元禄二年）
田や麦や中 も夏時鳥
 
（元禄二年）
〈夏野〉
馬ぼくぼくと我を絵に見る 野哉
 
（天和三年）
もろき人にたとへむ花も夏野哉
 
（貞享五年）
株負ふ人を枝折の夏野哉
 
（元禄二年）
〈夏草〉
夏草や兵ど が夢の跡
 
（元禄二年）
石の香や夏草赤く露あつし
 
（元禄二年）
夏草に富貴を餝れ蛇の衣
 
（元禄三年）
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夏草や我先達て蛇からむ
 
（元禄三年）
〈夏木立〉
夏木立佩くや深山の腰ふさげ
 
（寛文十二年）
木啄も庵ハ破らず夏木立
 
（元禄二年）
先頼む椎の木も有夏木立
 
（元禄三年）
〈夏の月〉
夏の月御油より出て赤坂や
 
（延宝四年）
月はあれど留主のやう也須磨の夏
 
（元禄三 ・ 四年間）
月見ても物たらハずや須磨の夏
 
（元禄三 ・ 四年間）
蛸壺やはかなき夢を夏の月
 
（元禄三 ・ 四年間）
手を打てば木魂に明る夏の月
 
（元禄四年）
　「夏野」 「夏草」 「夏木立」 「夏の月」と、いくつかの季語に固定されて詠まれており、その意味では連句に比べて、発句の「夏」を詠み込んだ句にはバリエーションは少ない。連句の詠み込み方と同様で、語に「夏」を修飾することで、こうした夏に詠み込む素材にどのように変化をつけていくかという観点のもと、さまざまに句作されているようである。いかにして季節らしさを詠み込むのかではなく、このように「夏」と冠することに興味が向いているのが、 「夏」の詠み込み方といえよう。　　　　　　　　　　
＊
　
こうして、 「冬」を詠み込んだ句では人事世界を、 「夏」を詠み込
んだ句では日常目にする事象を取り込みつつ、季節の句の表現がなされ、季の句の詠み方のバリエーションが増幅し いったと見ることができる。すでに述べてきたことではある 、 季の式目を見れば連句において、夏・冬 句の句数は一～三句（同季三句去） されている。言い換えれば、夏・冬 と 、連句にあって式目 制約の小さ 季であるといえる。詠まれる が少ないこともあって
連歌以来、この両季に関しては、季語のバリエーションを増やし、あらたな季節感造形をする必要がなかった。そのために、 連歌以来貞門・談林期、そして貞享以前の連句に関しては、固定化された伝統的な季題・季語を利用して 節の展開 され きた である。それが、貞享以降、とりわけ芭蕉晩年の連句においては一句へと季節の表現 拡大され こ にともなって、冬・夏も同様に新 な季節への挑戦がなされていたと見るべきものであったろう。　
こうした夏・冬における季の式目に対して、春・秋は句数が三～
五句（同季五句去）と 詠み続け ければならない句数も多く、かも定座が絡むため、さらにその制約が増える。そこ いわばその打開策として「投げ込みの月」と呼ばれる手法がある。連句における季節の展開の中で、式目と 兼ね合いから、一見一句とは無縁であるにも関わらず、 常套的な季語を 「投げ込む」 ことで季 式目 （とりわけ、句数の規定 月・花の定座）を遵守したものであ 。特に談林時代に特徴的に見られるものであるが、 芭蕉 ち 方法は、 「夏」「冬」の句を見るに、 こうした「投げ込み」の手法とは明確に異なり、新たな季節感の発見そ のであったと考えられる。　　　
四、季節の表現と「投げ込み」
　
芭蕉連句に特色づけられるこうした季感表現の根本とは、まさし
くこうした「投げ込み」の手法であったと考えられる。そのため、とりわけ四季の中でも「～の秋」 「春の～」などといった 春・秋が詠み込まれたものが多い。実際に、四季名との組み合 せによる季感表現は時期を問わずに く見られるし、す に伝統的な季題・季語として「秋風」や「春雨」など本意が確定してい も や、 「秋近し」や「春隣」など季節をずらた のなど、季寄せ類を参照する
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だけでもこうした四季名との組み合わせによる季語は数多く存在する。そこ 、本章では、見るべき景物の多い春・秋の季節名の詠まれ方名を検討してみたい。 「春の空」や「秋の山」など他の言葉と四季名との組み合わせや、 「春の雪」 「秋の霜」など季語を重ねるものなど、その言い回 の表現に注目しつつ、芭蕉連句での季語 表現の特徴を明らかにしていきたいと考える。（１） 「秋」と詠み込まれた句　
たとえば、 「秋」と詠み込まれた句は、連句においては、他の季
節のものを含めて一八〇例あり、最も多く詠 込まれてい 。連句における季 式目によって、春・秋 句数は三から五句、夏・冬句数が一から三句と定められ いる。これに、月・花の定座が関わるため、春・秋の句が圧倒的に多くな ことは考慮 なければなるまい。だが その中でも、他の秋を本季とする季語で なく、あえて「秋」という語を用いた表現が多く存在するこ は注目できる。秋の季語の偏りをなくし、バリエーション豊かに展開する工夫と考えられよう。　
しかしながら、一口に「秋」と詠み込んだ句、といっても、すで
に季語として掲載されてくる語もある。発句と比すれば明確だが、たとえば、 「 風」 「今朝の秋」 「月 秋」 「秋 暮」 、 さら 「行秋」 「立秋」「初秋」 などの時候に関わる語である。連句には、 中には 「秋」 と 「暮」とが別々に詠みこまれ、結果とし 一 で「秋 暮」を意味 るもの、また、言い掛けであったり、掛詞であったりと 一語としての意識で詠み込まれているのかが判別しにくいも そ ため今回の調査においては、表現での分析というこ を念頭に、個別季語ということを考慮はしつつも、こうした も「秋」という括りで集計を行ったわけであるが、今一度 詠み込まれ方の検討を行
必要があろう。そこで、ここでは、こうした季語としてすでに認定されているものか否かで分類し、 その表現を見ていきたい。 なお、 『滑稽雑談』
（正徳三年刊）
までを一応の目安として、季語か否かの区別
を行った。　
まず、 「秋」語の中で最も多いのは「秋風」である。貞享以降、
四九例ある。その他、 「秋 暮」八例、 「初秋」三例、 「月の秋」三例、「秋の月」三例となっている。 「秋風」は発句においても多く詠み込まれる題材でもあり、和歌・連歌以来、伝統的にも秋の主要な題材であった。だが、こうした「秋風」に関する検討については、別稿に譲り、今回は他の「秋」の表現を検討することにする。　
実際にどのように詠まれているのかを見てみると、次 ようであ
る。ここには芭蕉の付句を挙げたが まず、 「秋」とのみ詠み込まれたものには、 「秋」と投げ込まれたものと 背景として秋という季節を提示したものとの二種に大別でき　
◇秋
　　
人一代の恋をとふ秋
 
芭蕉（秋恋）
（元禄元年七月二十日「粟稗に」歌仙、名オ６）
　　
あぶらかすりて宵寝する秋
 
芭蕉（秋）
（元禄三年八～九月「灰汁桶の」歌仙、脇）
　　
二階の客はたたれたるあき
 
芭蕉（秋）
（元禄四年二月中旬「梅若菜」歌仙、初オ６）
　　
秋はものかはあげ捨の棟
 
芭蕉（秋）
（貞享二年六月二日「涼しさの」百韻、名オ
10）
　　
秋もはや升ではかりし唐が し
 
芭蕉（秋）
（元禄七年春「傘に」歌仙、初ウ９）
　　
此秋は蝮のはれを煩ひて
 
芭蕉（秋）
（元禄七年九月四日「松茸やしらぬ」歌仙、名ウ１）
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秋もはやばらつく雨に月の形
 
芭蕉（秋）
（元禄七年九月十九日「秋もはや」歌仙、発句）
　
二重傍線を付した三例は、句末に「秋」が投げ込まれたものであ
る。 「恋をとふ秋」 「宵寝する秋」 「客はたたれたるあき」と動詞の連体形に続けて「秋」が詠み込まれている。いささか突飛な印象を受けるが、一句においては時節の設定として機能する。こうした句末に投げ込まれた「秋」という表現が元禄四年以降見られないのに対して、時節の提示とし 例は貞享期から晩年まで幅広く詠まれていることがわかる。　
次に「秋」を修飾した例である。 「秋の～」と連体修飾格助詞の
「の」を用いて季語として機能させた例、 「秋～」という形で直接季感を付与した例、 た「～の秋」と上 くる言葉の時節を限定する例がある。〈秋の～〉　　
あきの烏の人喰にゆく
 
芭蕉（秋）
（貞享元年十二月十九日「海くれて」歌仙、初ウ８）
　　
蝉鳴てまだ渋柿の秋の空
 
芭蕉（秋）
（貞享二年三月二十七日「つくづくと」歌仙、名ウ１）
　　
贅に買るる秋の心は
 
芭蕉（秋）
（貞享三年一月「日の春を」百韻、三オ
10）
　　
秀句には秋の千種のさ ざまに
 
芭蕉（秋）
（元禄二年五月下旬「おきふしの」歌仙、初ウ７）
〈秋～〉　　
秋水一斗もりつくす夜ぞ
 
芭蕉（秋）
（貞享元年「狂句こがらし」歌仙、名オ
10）
　　
秋山の伏猪を告る声々に
 
芭蕉（秋）
（貞享四年十一月二十四日「磨なをす」歌仙、名オ
11）
　　
秋山にあら山伏の祈る声
 
芭蕉（秋）
（元禄元年「雪の夜は」歌仙、名オ９）
〈～の秋〉　　
湖水の秋の比良のはつ霜
 
芭蕉（秋）
（元禄三年冬「鳶の羽は」歌仙、名オ
12）
　　
こころをかくすもの売の秋
　
 
芭蕉（秋）
（元禄二年二月七日「かげろふの」歌仙、初オ６）
　　
舎利ひろふ津軽の秋 汐ひがた
 
芭蕉（秋）
（元禄二年五月下旬「おきふしの」歌仙、名オ７）
　「秋」が詠まれた句には、一見目に付きそうな視覚的世界の描写に留まらず、 「蝉」の声、 「山伏」の声などの聴覚的な描写、 「秋の心」や「こころをかくす」 「恋をとふ」といった心理描写などさまざまに詠み込まれている。 秋 修飾表現が、元禄二年五月下旬「おきふしの」歌仙においては、一巻に二度詠み込まれていることも注目に値する。こうした様々な要素に「秋」を結びつけることで季節の機微を表現したものと考えられる。結果、秋季の句におけるバリエーションが多用化し、 「秋」という語の多さはこうした秋の季節の表現を季語 留め ことなく、日常のあらゆる事象にまで広げた結果であると考えられる。また、秋は時候について詠み込んだ も多い。 「秋立つ」 「初秋」 「秋の来」 「秋近し （夏）など、秋の時候を詠み込んだ句には、 秋」が来る とに対する意外さを詠み込んだ句が多い。とりわけ、連句 おいては 秋」が 来」 と詠み込んだ例が多く、九例にのぼる。たとえば、 「鞍置る三歳駒 秋の来て　
芭蕉」
（元禄三年三月中～下旬「木のもとに」歌仙、初ウ１『ひさ
ご』 ）
などがそれに当たる。 「鞍置る」句では「三歳駒」に秋を見い
だしているが、 このように、 他にも「蝉」や「清水」 「田や みどり」など、まだ秋には似つかわしくないような夏らしい語と共に詠み込
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まれ、早くも秋が来ていたのだと、日常目にするあらゆる事象に秋を発見したことを主眼に詠み込まれているのである。　
◇秋のころ
　　
秋のころ旅の御連歌いとかりに
 
芭蕉（秋）
（貞享元年「霜月や」歌仙、初ウ１）
　
◇秋の日
　　
雲行も秋の日癖のざんざ降
 
芭蕉（秋）
（元禄六年冬「寒菊や」歌仙未満三三句、初オ５）
　
◇秋の暮
　　
此道や行人なしに 暮
 
芭蕉（秋）
（元禄七年九月二十六日「此道や」半歌仙、発句）
　
◇秋の夜
　　
秋の夜を打崩したる咄かな
 
芭蕉（秋）
（元禄七年九月二十一日「秋の夜を」半歌仙、発句）
　　　
面白の遊女の秋の夜すがらや
 
芭蕉（秋恋）
（貞享二年三月二十七日「何とはなしに」歌仙、初ウ７）
　　　
秋水一斗もりつくす ぞ
 
芭蕉（秋）
（貞享元年「狂句こがらし」歌仙、名オ
10）
　　　
あぶらかすりて宵寝する秋
 
芭蕉（秋）
（元禄三年八～九月 灰汁桶の」歌仙、脇）
　
◇秋・月
　　
さる引の猿と世を経る秋の月
 
芭蕉（秋）
（元禄三年夏「市中は」歌仙、初ウ
11）
　　　
秋もはやばらつく雨に月の形
 
芭蕉（秋）
（元禄七年九月十九日「秋もはや」歌仙、発句）
　「秋」を時間帯で分類すると右のようになる。夜に詠まれたものが多く、秋の夜長の語らい、また、秋の月見など秋の夜長をいかに
過ごすかということが表現されている。　
一方、発句では、 「秋」と詠み込まれた句を見てみると、時候を
題材にした句が目立つ。 「秋」という季節、 「初秋」 「暮秋」 「秋深し」「秋来る」 「秋近し」 「秋を経」 など非常にバリエーションが多く 「秋」という時節を詠み込んでいる。用いられた季語は、 「秋」 「今朝の「初秋」 「暮秋 の暮 「行秋」 「秋近し」 （夏）などと、時候を表す季語を用いながら「秋」という時節を意識して秋らしさへの感慨を詠み込んだ句が多い。それ故に、 「秋」が来るこ を喜び 深まることを情趣深く感じ、過ぎゆく秋への名残惜しむ気持ちが主眼となるのであろう。風や不意に感じる肌寒さなどによって「秋」を感じてい ように句作する連句の「秋」の詠み込み方とは一線を画すものがある。一例 挙げるなら、次のようである。〈～の秋〉
雨の日や世間の秋を堺町
 
（延宝六年）
見渡せば詠れば見れば須磨の秋
 
（延宝七年）
この松の実生えせし代や神の秋
 
（貞享四年）
刈りかけし田面の鶴や里
 
（貞享四年）
送られつ送りつ果ては木曾の秋
 
（元禄元年）
寂しさや須磨に勝ちたる浜の秋
 
（元禄二年）
雁聞に京の秋におもむかむ
 
（元禄三年）
風色やしどろに植し庭の秋
 
（元禄七年）
摘けんや茶を凩の秋とも知らで
 
（天和 年）
〈秋の～〉
面白き秋の朝寐 亭主ぶり
 
（元禄七年）
秋の色糖味喀壺もなかりけり
 
（元禄四年）
憂きわれをさびしがらせよ秋の寺
 
（元禄四年）
芭蕉連句の「季の句」
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◇秋の夜
秋の夜を打崩したる話かな
 
（元禄七年）
　
◇秋の露
初茸やまだ日数経ぬ秋の露
 
（元禄六年）
　
◇秋の柳影
何喰て小家は秋の柳蔭
 
（貞享・元禄年間）
　
発句においては、 〈～の 〉や〈秋の～〉と語を修飾する形で秋
という時節をどう捉えたのか、どこに秋らしさを感じたのかを示す句作が多いことが挙げられる。右に示した例でもわかるように〈～の秋〉という使い方では「須磨の秋」や「木曾の秋」 「庭の秋」のように、秋を見いだした場所が示され、 〈秋の～〉 は 秋 朝寐」などやまた成句 して「秋の暮」 「秋 夜 な も同様、秋らしい時間帯が表現されて る。　　
酒店の秋を障子あかるき
 
其角（秋）
（貞享二年六月二日「涼しさの」百韻、初オ４）
　　
松のひびきを草庵の秋
 
桐葉（秋）
（元禄元年「色々のきくも」歌仙、脇）
　　
町内の秋も更行明やしき
 
去来（秋）
（元禄三年八～九月「灰汁桶の」歌仙、初ウ９）
　　
手前者の一人も見えぬ浦の秋
 
野坡（秋）
（元禄六年冬「雪の松」歌仙、初ウ７）
　　
夜づめ引たる町宿の秋
 
支考（秋）
（元禄七年九月二十七日「白菊の」歌仙、初ウ８）
　　
湖水の秋の比良のはつ霜
 
芭蕉（秋）
（元禄三年冬「鳶の羽は」歌仙、名オ
12）
　　
面白の遊女の秋の夜すがらや
 
芭蕉（秋恋）
（貞享二年三月二十七日「何とはなしに」歌仙、初ウ７）
　
だが、連句においては、そのような「秋」の使い方は右に示した
通りで、 それほど多くない。 〈～の秋〉では発句同様、 場所が示され、それが「酒店」であったり「町内」であったり「草庵」であったりと、地名というよりは身近な場所に秋への興味を示している。　　
侍の身をかへよとや秋の蝉
 
芭蕉（秋）
（元禄元年十二月「皆拝め」歌仙未満三十句、初ウ９）
　　
声さりて鳥居に残る秋の蝉
 
又玄（秋）
（元禄元年二月「何の木の」歌仙、名オ９）
　　
秋の霜おく我眉の色
 
鼓蟾（秋）
（元禄二年七月二十五日「しほらしき」世吉、名オ４）
　　
革足袋に地雪踏重き秋の霜
 
洒堂（秋）
（元禄五年九月下旬「青くても」歌仙、名オ３）
連句の場合、 〈秋の～〉と修飾された場合、具体的な時間を詠み込むのではなく、 「秋の蝉」 「秋の霜」など他の季節の景物を秋に見いだすことによって 秋の句中で用いるものが多い。これには、句数なども大きく影響し いるだろう。そうした制約の中で、他の季節の景物を秋の句の中に詠み込む時に生じる違和感を解消し それによって得られるリアリティー 二つの季節を一句で同時にイメージさせる効果 が期待されつつ、一句 世界の幅を広げていくように詠み込まれているのである。こうした傾向は、 とりわけ、 「秋の露」や「秋の鶏頭」など、また「秋 月」などと同季 景物 共に用いられた場合に顕著である。これらは、 「秋」という語を重ねずと秋であることが明確な にも関わらず、あえて「秋」であること意識させるものであって、そうす ことによって、より一層「秋らしさ」が強調された句とな 。　
もう一つ、特筆すべき連句での特徴は、秋における「寒さ」を詠
んだものである。これらは、ことさらに秋風の寒さを描いたもの
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いえる。 「風」と気温とが密接に結びき、風によって生じた「寒さ」に秋を感じ取っているのである。以下は「秋」と詠まれた句の中で「寒さ」が共に詠み込まれた句例である。　　
糺の飴屋秋さむきなり
 
李下（秋）
（貞享三年一月「日の春を」百韻、二ウ
10）
　　
秋寒く米一升に雇れて
 
芭蕉（秋）
（元禄元年二月「紙衣の」歌仙未満二三句、初ウ１）
　　
あきやや寒き饅頭 湯気
 
支考（秋）
（元禄二年～元禄五年「忘るなよ」歌仙、名オ
12）
　　
そろそろ寒き秋の炭焼
 
残夜（秋）
（元禄二年九月八日「一泊り」歌仙、名オ
12）
　　
衾こそぐる秋寒きなり
 
馬莧（秋）
（元禄六年冬「いさみ立」歌仙、初オ６）
　　
秋もやや今朝からさむき袷がけ
 
惟然（秋）
（元禄七年閏五月下旬「牛流す」歌仙、初ウ３）
　　
大根も細根になりて秋寒し
 
芭蕉（秋）
（元禄七年九月十四日「升買て」歌仙、名オ７）
　　
秋さむくあはれと拾ふ虫の殻
 
夕菊（秋）
（元禄元年「雪ごとに」歌仙、名オ７）
　
冬を本季に持つ季語「寒し」は、冬の句の中で単独で用いられた
例は一四例で、他の冬の季語と共に詠み込まれたり、他の季節の中で用いられることが多い。その中でも秋の句の中で詠まれることが最も多い。 「やや寒」 「うそ寒」 「そぞろに寒し」 「肌寒」 「夜寒」など、秋における「寒し」のバリエーションは、 すでに季語として確立し、その種類も多い。こうして「寒し」が、秋の句中 あっては、冬を間近に控え、日に日に寒くなる感覚が身にしみて、 の寂しさを感じさせる。と同時に、折りに触れてぞっとするような寒さが、冬へ
の移り変わりを予感させ、過ぎゆく「秋」を惜しむ気持ちが効果的に表現されるのである
⑽
。秋の「寒し」の句例には、 そうした「秋」
への思い入れが感じさせられる。たとえば、　　
檜皮むく老の頭の秋寒く
 
芭蕉（秋）
（元禄二年七月七日「星今宵」歌仙断簡、名オ１）
というように、 実りの季節「秋」の中の「寒さ」があわれさ 強め、寂しさや孤独感を募らせる。そしてそれが一層「秋 という豊かな季節が過ぎゆくことへの慕情を際だて い のである。　
その他にも、聴覚から秋を感じ取った例も見られ、 「どこやらす
ごき秋の水音
　
桂楫」
（貞享二年「ほととぎす」歌仙、名オ
10）
という
ように「水 音」によってや、 「秋蝉 虚に声きくしづか は
　
野
水」
（貞享元年「はつ雪の」歌仙、名ウ１）
のように、 「秋蝉」など弱
る虫の音を詠み込んだ例、また、 「秋山 伏猪 告る声々に
　
芭蕉」
（貞享四年十一月二十四日「磨なをす」歌仙、名オ
11）「秋山にあら山伏
の祈る声
　
芭蕉」
（元禄元年「雪の夜は」歌仙、名オ９）
など、人の
「声」も秋を感じる要素である。また、 「秋」という時節に臨む人物を描いた句や、 恋句も散見される。だ 、 「秋風」や に感じる「寒」さによって秋を実感していくように詠まれており、芭蕉連句における「秋」の詠み込まれ方が、と に「風」という触覚や「寒さ」という皮膚感覚において、 秋らしさを いだし、 表現 れたものであったと考えられる。それが、秋の初め 方では秋になった喜びと寂寥感を同時に詠み込み、終わりになれば ことさら、その「寒さ」から感じる寂しさやあわれさ、悲しさを表現する。このように秋の中でも時節に応じてその余情に変化があるものの 「秋」とい 言葉を一句に持ち込むことで、様々な事象や 日常折りに触れ感じ 感覚をも秋の中に取り込みつつ の句とし 機能させ るも といえよう。
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（２） 「春」と詠み込まれた句　「秋」の句に対して、 「春」と詠み込まれた句を見てみると、春は触覚や皮膚感覚には頼らず、視覚的に、春という時節を捉えることから始まる。その表現主体として気象に注目したものが多いのが特徴的である。それは、 「春」を含む季語のバリエーションを見ても同様である。 「立春」一例 初春」一例「行春」
（ 「春の暮」を含む）
が七例と時候に関わ 季語が固定化し、 句数も少ないのに対し、 「春風」二三 「春雨」一一例「春雪」六例と気象に関わるも が大多数を占める。気象を通して春を認識するよう句作されてい のである。たとえば、春の空に注目して詠んだ句は、次の通りである。　　
何が何やらはるのしら雲
 
　
前川（春）
（元禄二年「衣装して」歌仙、挙句）
　　
艶に曇りし春の山びこ
 
　
曾良（春）
（元禄二年六月十～十二日「めづらしや山」歌仙、挙句）
　　
連歌師の杖をわするる春の空
 
　
式之（春）
（元禄三年二月六日「鴬の笠」歌仙、名ウ５）
　　
那智の御山の春遅き空
 
嵐蘭（春）
（元禄五年九月下旬「青くても」歌仙、初ウ
10）
　　
春の空十方ぐれのとき〴〵と
 
　
野坡（春）
（元禄七年春「傘に」歌仙、名オ１）
　　
春は三月曙のそら
 
　
野水（春）
（元禄三年八～九月「灰汁桶の」歌仙、挙句）
　
春らしさを、 「雲」や、曇りがちで白んだ空、霞がかった光景、
花の白さと同一化されるおぼろげな空の様子が喚起される。 「明けゆく空もいつしか霞、谷の氷うち解けて、岩もる音もしるく、梢の雪も、今朝は花かとおぼめかれ、朝日のかげもうらゝかに、時知る鳥の声にも驚き、見慣れたる人も、今更珍しき心などを詠む」
（ 『増
補和歌題林抄』 「立春」項
⑾
）
とあるように、春は「霞」春になって
もなお残る「雪」 、うららかな春の日差しなど気象に関わることが、詠まれることが本意といってよい。　　
春のしらすの雪はきをよぶ
 
　
重五（春）
（貞享元年「霜月や」歌仙、名ウ４）
たとえば、 右の例は春における「雪」を詠んだも ではあるが、 「春の雪」 詠むのではなく、 「春のしらす という言い回して、 「春」という語は直接的には「しらす」にかかる。 「し す」という当時季を持たない語に春らしさを付与した例といえる。その意味で、秋の句同様、日常世界への季の取り込みがなされて のである。　
このように、実際に春めいて見えたものを描くことで、春の情景
が詠まれているのである。そのため、 「秋」 多く見 れた「寒し」との組み合わせや、 「暖か など 寒暖 感覚を共 詠み込む例は少なく、 「此春はいつより寒き花の陰
　
芭蕉」
（元禄六年四月「篠の露」
歌仙、名ウ５）
など「春寒」は四例、 「暖か」を共に詠み込んだ例は
ない。一句の表現は、皮膚感覚から「春 を感じ取る で なく、このように 連句にあっては、 春 空 ・ 「春雨」 「春風」 「春雪」など春は視覚的描写を通して、春らしさが表現されている である。しかしながら、量的観点から見れば、秋ほどにこ した詠まれ方 多く見られ い。 春を含む季語バリエーション ほぼ集約されてい 。ひとつには、月の句の関連で三箇所 出現する秋季に対し、春は花関連で二箇所、しかもそ 二箇所目は名残の花・挙句 二句である場合が多く、こう た句数の影響もあろう。また ひとつ は、多くの植物 芽吹き、多くの生物が活動 始め 新年に関わる 語も数多 存在する。このように、春 景物はその種類も多く、春を冠することでそのバリエーションを増やす必要に迫られなか たのではないか、 推測できる。そ ため、 「秋」に三例見られた 投げ
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込み」の句は春においては見られない。　
こうした連句の傾向に対し、発句をみれば、 「秋」の句同様に時
候に関わる季語が目立つ。 「今朝の春」 他 「立春」 「初春」 、 「行春」 「春の暮」など、時節に注 することで、春が来た喜びと、過ぎゆく春への名残惜しさを詠み込んでい 。 くに、 「千代の春」 君が 」 「花の春」など新年の言祝ぎが多く見られ、その目出度さ、春らしい穏やかさが詠み込まれてい 。だ 、発句においても「春」の情景は「人も見ぬ春や鏡の裏の梅」
（元禄五年）
などと視覚的描写によって
なされており、連句での「春」と まれた場合と同様 傾向がある。しかし、 「春」と詠み込んだ発句は、四〇 余り あり、連句に比べてそのバリエーションも少な 。景物を詠み込んで く発句において、取り留めて む必要 少なかったためあろう。それゆえに、 「梅」 「桜」 「柳」など、春の伝統題が発句においては数多く詠まれている。（３）芭蕉連句における季句の表現　
先に私は、第一章の中で、連句季語の特色として「月名」
（月次
の月）
「節句」 「寒暖の感覚」を挙げた。実はこうした季語が発句で
はなく連句に多く詠み込まれるのは、四季名と同じく ・秋 季句のバリエーションの一つとして機能す ことが求 られて ことである。たとえば、 「秋」と詠 た の中には、句末に 秋投げ込むことで句意の側からすれば、 詠み込まれる必然のない「秋」の投げ込みを三例、すでに確認した こ である。こう た手法が月名や節句が詠み込まれた際 も見受けられる。実際に、春の季語「如月」 （全五例）を例に今少し見てみたい。　　
奥のきさらぎを只なきになく
 
野水
（貞享元年「初雪の」歌仙、初ウ２）
　　
しみづほり出す如月の雪
 
夕菊
（元禄元年十二月「皆拝め」三十句、初ウ
12）
　　
きさらぎや落行甲おもたくて
 
蘭夕
（元禄二年九月八日「一泊り」歌仙、名オ１）
　　
米の調子のたるむ二月
 
木白
（元禄七年七月二十八日「荒々て」歌仙、挙句）
　　
恵比酒の餅の残る二月
 
亀柳
（元禄七年九月二十六日「此道や」半歌仙、初ウ４）
二重傍線を付した後半の三例が句末に投げ込まれた「如月」の例ということになろう。 「秋」 の は、 元禄四年以前に見られたわけだが、「如月」など月名・節句の例においては晩年まで見られる。　　
ことしは雨のふらぬ六月
 
芭蕉
（元禄七年春「むめが香に」歌仙、初ウ４）
　　
小姓の口の遠き三月
 
岱水
（元禄六年七月「帷子は」歌仙、初ウ
12）
　　
何やら事のたらぬ七夕
 
等窮
（元禄二年四月二十二～二十三日「風流の」歌仙、名オ８）
とくに、 短句において、 しかも 「きさらぎ」 「みなづき」 「さんがつ」 「たなばた」 と四音という音数を句末に据えていることが指摘できよう。連歌論などで座りのよいとされる「二五三四」 、こうした語調の問題もあって四音の語が投げ込まれていると 考 られ 。だ 、その一方で、 こうして季節 前提を言葉に託し、 投げ込まれたことで、作られた世界感は、より日常 事象へと目が向けられることとなったのも事実ではなかろ か。それゆえ 晩年まで、こうした方法がなくならずに利用され続けているのであろう。寒暖の感覚 ても同様で、晩年に多く見ら る季語 あるわけだが、季重なりの句に多く用いられたり、あるいは、表現を工夫されたりしながら 感覚
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を示すことによって人事の展開の中に季節感を見いだしていくことに貢献している。四季名と同じく、総ては の造形の手法と考えてよいのではないだろうか。　
そもそもは、投げ込みと同手法であったはずの四季の詠み込み方
が、 「夏」 「冬」を中心として日常世界に季節を見いだす切り込みの方法として確立し、 「春」 「秋」においても種種様々な卑近な事物や人事句におけるまで、あらゆる事象の中 取り込まれることとなった。 これを季の句の側から見れば、 四季名を組み合わせ によて、連句季語の 語体系が景物からあらゆる日常へ 増幅されていくもの。それは、日常における季節 発見の方法である とも使用する季語の固定化を避 手段として利用されたのではなかろうか。それゆえに、晩年にいたるまで、投げ込み的に月名や節句が句末に詠み込まれ 結果として一句の表現の可能性 拡大したものと考えられる。　　　　　　　　　　
＊
　
これまで見てきたように、芭蕉連句では「秋」は触覚から心象表
現、 「春」は視覚的描写、 「冬」は人物の行為を介して 「夏」 夏を詠み込む素材を趣向の中心として 節名が詠み込まれ、その中でこれまで季の体系と 無縁だった世界が 新たに季節感 付されて連句の中に取り込まれていた。 こうした季節間での 分けも た連句における季句の詠み方の特殊性であろう。 差異は発においても見られたが、連句ほどその季節間での詠み分け明かではない。発句の季節名の詠み込み方は、時候や、季題を用いてその季節らしさをいか 新たな角度から捉えよう いるか示すことが多い。それに対して連句では、その季節らしさを感じ素材がより身近な存在にまで及ん いる。こうし 新しい素材 中にそれぞれの季節らしさを詠み込んでいく連句と、時節や景物を中
心に季節の捉え方を刷新しようとする発句と、それぞれ描き方の違いが四季名を詠み込んだ句には見られる。こうした連句・発句との差異は、他の季語にも見られると考え　
すでに述べたように、貞享以前の連句において、 「露」は、同じ
巻に複数回使用されている。秋を本季 持つこうした季語が 一巻に頻出すること こ らが秋の句 詠む際の常套季語であったことを物語る。 「露」は花の露や葉に降りた露の実体として、秋以外の季に取りなすことが可能であり、また儚いものや小さなものの象徴としての側面や、呼応の副詞とし 「つゆ～ず」 用法を用いたものなどとの多義的側面が注目され、和歌・連歌以来多用されたことばであった。それは、本意とは なる多くの
（日常的な語の使用
のレベルの）
意味をも有するということである。ことばの様々な側
面を描くことで、同じ語 一巻に頻出させても 展開上差し障りなかったのであろう。そ ため、これは百韻の場合 はある 、 「露は一巻に用いるべき回数が規制されてはこなかった。 それに対して、句数自体も少な わけだが 意味が限定されてしまう「ほととぎす」は一座一句物とされ、 「雪」は「春の雪」 「富士の雪」 ど 四 に置き換えることで四句物とされている。だ それでも一巻に「雪」を四句まで詠むなど、伝統的な季語を多用する天和以前 おける季の句の傾向が見て取れる。　
こうした複数回使用されるという傾向は、天和年間になると減少
し、貞享以降ではほとんど見られなくな 。それゆえに貞享以降の連句においては、その分 巻における季語 バリエーションが豊かになる。伝統的な季語ばかりに偏るの はなく 身近に見られる景物を詠み込んだものであったり、俳諧において季語 して確立してくるものであったりと、いわば卑近な素材がより多 詠まれるようになっていくのである。それだけ、 貞享以降の芭蕉連 におい は、
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一巻中に繰り返し同じ季語が利用されることを避ける意識が強かったと推察される。季語は詩的 彙であるがゆえに、和歌・連歌以来の蓄積された本意がある。同じ季語を使用することは 同じ展開を招きかねない。そうした輪廻を避ける発想が季の句においては、季語を変えるという手段 おいて実現していたのではないだろうか。　
やがて季の句は季語から一句の言い回しへと拡大され、その中で
新たな季節感が見いだ ていっ のも、一度使用した 語を使うまいとする意識のあらわれと見ることができる。一句において表現されるこ で、季の句における季節感はリアリティーを持って読者に受け止められるに違いない。芭蕉には、巻き直しの連句や、推敲の後が見られるものもある。撰集として出版 に合わせ読者 視点が意識され、こうした連句文芸の完成度が高められていたと見ることができよう。　　　
おわりに
　
連歌・俳諧の連句における季の句とは、季語 存在すれば成立す
るものである。それゆえに、天和以前の連句では伝統的 季題が用いられることが多く、一句としては、季語 本意を背景に、季語以外の言葉や言い回しによって、季の句の新しみが表現されてき 。だが、芭蕉連句 季の句においては、季語のみに季節感を託すのではなく、一句全体にま 拡大した季節感 表現 試 られていた。　
これまで本稿では、芭蕉連句における連句季語の特徴を、貞享以
前の連句季語、 発 の季語と比較しながら、 使用された 特色時期的傾向とその用いられ方の変遷、さらに、季の句 表現を探ってきた。　
連句季語の特殊性は、なによりもまず、詠まれる季節の偏りに起
因するものである。季の式目から、秋と春の季語が多種多様に詠み込まれていた。さらに、言葉や季節の転換を図りやすい季語が選ばれる傾向がある。これは「前句に付ける」という連句の特殊な文芸形態が生み出した季語のバリエーションである える。加えて、寒暖の感覚をあらわす季語など、 感覚表現が多用される。 中では心象表現とも響き合い、 節感が人事世界の中へと拡大されて、季節の追求がなさ た。その他、月・花の定座や、挙句など、詠まれる場所にふさわしく、特定の季語が好まれていた。総じて、連句季語には、連句という特殊性に根ざして連句 ではの季語の偏りであったのだ。春・秋の句数に関連する両 の季語 バリエーションは、景物にとどまらず、世態・人情・風俗にまで及び 日常卑近な題材が季の句の表現に加えられることとなったのである。　
時期的傾向を概観すれば、季節を新しく発見しようとする態度が
見られた。季語は季節を決定することにおいてのみ用いられていたと見える貞享初年の第一期。趣向がかった句中にあって、それに反して伝統的な季 が多用されている。これが江戸滞在中の第二期になると、あらた 語を用いよう 模索していく。第三期は、季の句の割合の高さは第一期と同様であるが、第二期から引き続いて季語の発掘がなされた。 四 においては、季語の発掘とともに 一句の言い回しを活かして季の句が表現されるようにな 。このように、旅中での景物や見聞においてそのバリエーションを深めつつ、一方で江戸滞在中には、新たな季節の発見に挑戦し たわけである。季の割合は第五期、 元禄二年 「おく ほそ道」 旅中の連句を境に、大きく下降する。詠み込む題材をより卑近 も へと変容させ そのうえで、季の句は、季語による季節の決定から、季語を含む一句の言い回しによるものへと変化する。 「 るみ」へ 志向 指摘される第六期にな と、 こうした一 全体で 季節感の表現が目立ち、
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殊に人事を含む言い回しがその季節表現のパターンと見ることができる。それがやがて、第七期に景気句にまで広げられ、最晩年の第八期には、景物や時節の季節らしさを一 全体 表現する景気の句の典型へと変化する。一句 表現も、雅語的表現から、特に第七期以降、口語
（俗語）
的表現が目立つようになる。冒頭でもふれたが、
季語は日本文学と日本文化のエッセンスの蓄積である。 それゆえ 、和歌・連歌以来の詩歌の伝統を背景に生成された語は、雅語表現に他ならない。それが、卑近な素材と時節との関わり 着目し、詠み込まれたことによって、俗語表現や一句の言い回し、季語 組み合わせたり、言葉を重ねたりしながら一句全体での季節感 構築が可能になっ のであろう　
連句季語には、このように発句にはない制約やルールのもと、連
句に適した選択がなされ、その季語 性格が句に活かされている。それは殊に、四季名や「月次の月」を詠み込んだ句 おいて特徴的であった。連句における四季名の多用は、そもそもは「投げ込み」の手法と同手法であったはずが 芭蕉連句にあっては、人事世界日常世界の中に季節を見いだす めの方法の一つとし 利用されている。その結果、季語が多様化していく。語を組み合わせたり、共に詠み込むことによ て、季の句の可能性を拓いていく方法であると評せよう。結局、芭蕉連句 おける季語バリエーションは 詠出対象の拡大と新たな季語の発見、 「季重 り」 現象 中に見る季語の本季と現実世界で ズレを持ち込むことで表現 たリアリティーある季節感、一句にまで拡大し 季の句におけるあら な節感表現、付合世界における季移りを利用した新 節感の造形など、種々の季 句における表現の中 る。複数 作者が存在する連句世界にあってこそ、読者を巻き込ん の実感ある季感表現求められたのであろう。芭蕉たちの季節の句に対する意識がここに
ある。つまりは、芭蕉連句における季の句のあり方が、連句季語の特殊性と傾向を生み出したといえよう。　
芭蕉連句における連句季語は、こうしてあらゆる事象にいたるま
でを季節の表現の一部として取り込みつつ、増幅されていたのである。芭蕉の連句は、より卑近な生活感覚を背景として、日常用いられる言葉を文学世界に取り込もうとする。これまで見てきた、季語の一句としての表現や工夫は、その意識のあらわ として連句季語に特殊性をもたらしていたのである。 『去来抄』には、季語に関する芭蕉の言として次のような著名な一節がある。
　
魯町曰く「竹植うる日は、古来より季にや」 。去来曰く「覚
悟せず。先師の句にて初めて見侍る。古来の季ならずとも、季に然るべき物あらば撰び用ゆべし。先師、季節 一つも探り出したらんは、後世によき賜となり。塩かきの夜も、古来の季節かしらずといへども、五月晦日なれば、夏季に定めて 可南が句に沙汰し侍るなり」 。
連句季語と季の句との関係は、いわば、季語となりえ い人々の生活感や風俗などに、季を見いだそうとした結果である。 『去来抄』に見るように「後世によき賜」とすべく「季節の一つも探り出」そうとした芭蕉の姿勢を、わたしたちにありありと伝え くるのである。　
注
（
1） 
発句の季語総体と芭蕉同座の五一連句における季語に関する調査報告からなる東聖子氏の『蕉風俳諧における〈季語・季題〉の研究』 （２００３年、明治書院）ほか、季題・季語研究は発句を中心に歳時記研究の中で取り上げられている（尾形仂『俳句と俳諧』
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１９８１年、角川書店や山本健吉『最新俳句歳時記』新年解説、１９８３年第二版、文芸春秋など） 。近年では、発句を季題別に配列し解説を付した雲英末雄・佐藤勝明校注『芭蕉全 』 （２０１０年、角川ソフィア文庫）などによって発句の季語の様相が見える。
（
2） 
以下、 芭蕉の一座した連句を「芭蕉連句」とし、 とくに貞享元年『冬の日』以降の連句を「貞享以降」の として考察の中心におき、それ以前の連句を「貞享以前」と区別する。なお、とくに断らずに「芭蕉連句」と呼称した場合には この貞享元年『冬 日』以降の芭蕉連句を指すも とする。
（
3） 
拙稿「芭蕉連句季移り考 （ 『連歌俳諧研究』１１５号、平成
20年
9
月、俳文学会）参照。
（
4） 『俳諧御傘』 （慶安四年刊）には「露と〳〵とは三句」去、 「ふり物には二句」去とあるが、 『俳諧無言抄』 （延宝二年刊 には、 「露更て夜分也。深に二句去也。夜の字入すして 夜の更たるさま也。露凍るは霜の事也。此故に冬 露涼しは夏也。露時雨は秋也。露霜は冬也」とあって、特に句去の規定は見られなくなる。その め、一巻中に繰り返し利用することが可能であった。
（
5） 
季の式目上、夏・冬の句には制約 小さい。 数は一から三 と少なく、 句去も同季三句去のため回数を詠むことは可能である。だが、実際に芭蕉連句 おいて、冬 平均で二 ・ 六句 夏は平均で二 ・ 四しか詠まれていない。夏 あるいは冬季は一巻中に一度も出されないこともある ら である。このような実態を考え と 冬を本季に持つ「雪」が連句においてこれほど多く詠み込まれている 大変興味深く、単に伝統的な季題であること以上の意味があると考えられる。なお、こうした「雪」の詠み込み方 詳細 ついては別稿に譲る。
（
6） 
なお、これらは、談林俳諧での付 発想の仕方（あしらい）とも関わってく 問題であるが、それ ついては別に論じたい
（
7） 
注３参照。
（
8） 
三季移りは、 「秣おふ」歌仙・ 「風流の」歌仙・ 「御尋に」歌仙・ 「温海山」歌仙の四例。 「すずしさを」歌仙は四季移りの例である。詳細は拙稿「芭蕉連句における三季移り を参照されたい。
（
9） 『真跡添削草稿』では、句は同型であるが、 「そぐやうに長刀坂の冬の風
　　
馬莧」 （元禄七年春「八九間」その二歌仙、 名ウ１）とあっ
て、作者名が異なる。
（
10） 「野山の色も変わり、風も身にしむようになり、ものさみしくあはれなる体 秋の本意なり」 （連歌式目書『至宝抄』天正十四年） 。
（
11） 
一条兼良著、北村季吟注『増補和 題林抄』 。底本は宝永三年刊の早稲田大学図書館蔵本による。漢字は適宜当て変え、句読点を補った。
【集計にあたって】・
 今回の調査対象の連句は、表六句以上の長さのものに限っている。貞享以前二九巻一八六八句、 『冬の日』以降一七九巻五七二九句である。発句は、全九八三句。芭蕉の全発句で存擬・誤伝のものは含まないものとする。成立年次は考慮にはいれてあるが、特に貞享以前・以後に関しては区別していない。これは、あくまで芭蕉連句 季語との比較において、その対象となる季語の母体数を連句に近づけるためである。
・
 季の認定にあたって 『校本芭蕉全集』 （連句編、昭和
63～平成３年、
富士見書房）と阿部正美 芭蕉連句抄』 （昭和
51～
61年、 明治書院）ほか、
島居清『芭蕉連句全註解』 （昭和
55年、桜楓社）上野洋三・白石悌三校
注『芭蕉七部集』 （新日本古典文学大系
70、平成２年、岩波書店）など
諸注を参照している。本稿 調査に際して、 の季を見直し 諸注で季語が相違する場合や問題のある場合は、式目や連句の季語の扱いなどをふまえ、近世初期 季寄せ歳時記類を参照しつつ季語を認定した。一句に二つ以上の季語が含まれている場合 そのすべてを 語として調査結果 加えるが、一句の季節に関しては式目に抵触しない範囲で四季に判別し認定してある。問題 あるも については、一部、
芭蕉連句の「季の句」
三三
拙稿「芭蕉連句の季語と季感試論」 （ 『近世文藝』第
90号、平成
21年
7
月
20日、日本近世文學會）中に取り上げたが、それ以外のものについ
ては検討結果を改めて公表する用意がある。なお、歌仙と百韻など形式の違いに関しては、考慮には入れているが特に区別するこ なく考察した。季の式目は、歌仙・百韻共に、春秋の句数は三～五句、同季五句去であって、一折につき表に二句、裏に二句（都合四句）ずつ多い百韻の形 は、その分歌仙よりも季 展開に余裕がある。そのため貞享以前の連句において、季の割合が低い要因の一つは、百韻形式連句が多いためである ちなみに、貞享元年以降 歌仙形式 一般化し百韻形式の数が著しく減少する。百韻形式における季句の割合の平均は五二 ・四％（これに、貞門・談林時代の芭蕉同座連句を含めると、五〇％弱ほど）である。
・
 本文の引用表記は発句・連句ともに概ね『新編芭蕉大成』 よ ものとする。ただし、 一部、 古典俳文学大系や『芭蕉連句抄 『校本芭蕉全集』など他の注釈書類により補ったものもある。
・
 発句の季語について 右の要領に従い、 適宜歳時記類を参照しながら、季語の集計を行って る。連句での扱 と比較す 都合上 発句 関しても連句季語の形態に合わせた形 分類してある。本稿の考察の趣旨にそぐわないため省いたが、本稿第四章の中でもふれた通り、個別に考察が必要なものは、別項 譲 ものとする。
・
 なお、連句における季語の出現回数に関 て、本調査では前句を考慮に入れず 数の増減を計っ わけだが、そもそも は前句からの発想 よって付句 付けられていくので、前句次第で付 季語 ある程度 定される可能性があ 。殊に 貞門談林時代 発想は、そうした付合語によ も が多く見られるわけであるので 今回 考察では別に調査し参考 留めてある。付 とは 数の規定から付句の季が規定されることがあり、また、そ 一方 去嫌によって使用できる言葉が制限されてい 。 『去来抄』に記されたよう 支考が「付句は一句に一句なり」と言ったのも、こうした場の状況を言ったものである。試みに、集計上位に挙げられた季語について、その前句を
見てみたが特徴的に用いられた語などは見られない。つまり、付句に詠み込まれ 季語は、去来がいうように前句に制限されながらも 多様な可能性の中から選び取られてきたものであって、付句の季語の出現回数はやはり連句における季語への何らか 嗜好のあらわれとして問題としてよいも と考える。
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⇩  㸦⛅㸧  ◔  㮵ࡢ㡢  ⹛  㟘  㥖ᘬࡁ  ⢄ࡍࡿ 
㟘  ⛅⚍  ᱜ  ♫᪥  ⻴⺭  ◔  ᰩ  ⢄⮻ 
᭷᫂᭶  ฟ௦ࡾ  ࠶ࡽࢀ  ⛅࣭㟢  ⽦  ᖌ㉮  ⺯  㔝⳥࣭สⴛ 
࡯࡜࡜ࡂࡍ  ᫓㞵  ࡍࡍࡁ  ⛅⿛  㫺  㟖  ⺯⊁ࡾ  ᘺ⏕ 
Ọࡁ᪥  ึ㞷  ↝⡿  ῰ࡘࡁ  ᱵ  ᭶ᾴࡋ  ᰗ 
∻୹  ᑠゅ㇋  㟘  ฟ௦ࡾ  㟝  ⬌⼖  ኤ㢦 
㬞  Ⰽⲡ  ờ  㡰ࡢᓠ  ࡇࡀࡽࡋ  ༗᫬ࡢⰼ  ኤ᭶ 
ⷃ㯏  ΎỈ  ᱒ࡢⴥ  ึ᫬㞵  ࡍࡍࡁ  ⣚ⴥ  ኤᾴࡳ 
ᰩ  ᡪᏊ  ᫬㞵  ึ㞷  ࡢ࡝࠿  ᒣᱜ  ⴠⴥ࣭⚄↓᭶ 
⼖  㟖  㟖  ᬬࡁ᪥࣭ờ  㬡  ᒣⲔⰼ  ⹒ 
෤  㟖᭶  ⹸  ⥴ᰗ  ᐮࡋ  Ꮚ᪥  ᾴࡋ࣭㟷ⶬ 
⸨  㟖ဏ࠿࠼ࡾ  ᮅ㢦  ᑠ㩗  ⼖  ᪋㣹㨣  ⶈ 
ⴗ  ኱ᖺ  ⼖  㣭  ࠶ࡓࡓ࠿  ᫬㞵  ⶈ࣭⸴ࡢⰼ 
᧙Ꮚ  Ⅳᅋࡘࡃ  ෤  ᚰኴ  ✄ጔ  ⛅࣭㟝  ⶈụ 
⹒  Ⅳ኎  ⴗ  ⚄ࡢ␃Ᏺ  ⺅  ᫓ࡢ࡞ࡈࡾࢆᝰࡋࡳ  㐃⩹ 
࠶ࡓࡓ࠿  Ⲕࡢᐇ  㟝  ㌟࡟ࡋࡴ  ⰰᏊ  ึ✄  㟢෾ࡿ 
࠶ࡽࢀ  Ⲕࢆ᦬ࡴ  ᘺ⏕  Ỉ௝࣭⣡㇋  ⳥  ึ⎩  ⷘ 
࠸ࢁࡩ࠿ࡁ⏨⊧  ᮅ㟢  ᭷᫂᭶  Ⳣส  ⾜Ỉ  ึ᭶  ಜ 
㭘  ᳺࡢⰼ  㬻  㟷㮛  ෪ࡺ  ึ㞷  ᮋኪ 
࠿ࢀࡣࡽ  㔮ᰠ  ࠸ࡕࡈ  ▼➉࣭ᑠⓒྜ  㮵  ึ㟓  ⱛ 
ࡇࡀࡽࡋ  ⏣⼺  ࠾ࡑࡁ᪥  ษ⡲࣭ᢡ࠿ࡅ  ึ㟖  ᬬࡋ  ⳸ 
ࡇ࡯ࡾ  ⏣⼺࣭࠶ࡓࡓ࠿  ࠿ࢇࡌࡁ  㞷ᤲ  ⻼  ᑠ⏨㮵  ⸳สࡿ 
ࡉࡳࡔࢀ  ᮭⱝ  ࡁࡾࡂࡾࡍ  ⻼  ༓㫽  ᯇ⹸  ⻫ 
ࡍࡍࡁ  ෤ᚅࡘ  ࡇ࡜ࡋ  ⻼ࡢẆ  Ⅳ  ↝ⅆ  ⼗∵ 
ࡘࡘࡌ  ᮾ㢼  ࡉࢆ࡜ࡵ  ༓㫽  㛗ࡁኪ  Ⳮⵦ  ㇘Ꮚ 
࡜ࡃࡉส  ᱈  ࡍࡉࡲࡌ  㟖ኪ  ኤ❧  㚝࠿ࡍࡴ  㞡 
ࡢࡇࡿ⺅  ⅉ⡲  ࡍࡔࢀ  ኱᰿ᘬ  ⴠⴥ  Ỉ㭜  㞡Ꮚ 
ࡣࡐ  ⸨ࡢᐇ  ࡢ࡝ࡅࡁ  㮚ᡴ  ࠶ࡉࡀ࡯  ᮡ࣭⳯ࡘࡃࡘࡃࡋ  㬃 
ࡦࡸࡸ࠿  ⊂άส  ึᔒ  ฏ  ࠶ࡓࡓ࠿ࡉ  ΎỈ㸦Ữࡴ㸧  㮜 
ࡳࡒࢀ  ዴ᭶  ࡩࡽࡇࡇ  ᮅ㟢  ࠶ࡽࢀ  す᪋ 
㬻  ⷧ⾰  ࢃࡃࡽⴥ  ᳝ࡢᐇ  ࠸ࡕࡈ  ษ⡲ 
⎩  ⷧ㞷  ⰱࡢ✑  ⶬ⣚ⴥ  ࠸࡜࡝  㞷࣭༓㫽 
㞼㞛  㯏  ᱌ᒣᏊ  ኳ⋤⚍  ࠾ࡰࢁ  㞷ࡢⰼ 
ᴮࡢⰼ  ⡿ส  ᘬᯈ  ⏣᳜  ࠾ࡶࡦⲡ  㞷ぢ 
㬗  ᮃ᭶  ༲ࡢⰼ  㟁  ࠿ࡾࡸࡍ  ᪩✄ 
᪊ᮇ  ┅  ༲᭶  ෤ࡊࢀ  ࠿ࡿࡢᏊ  ᪩ဏࡢᱵ 
㬡  㯞ส  㞼㞛  ෤ࡢࡇࡋࡽ࡬  ࡉࢃࡽࡧ  ┦᧞ 
ኟ࣭ᶲ  ᮌࡢⴥ㝆  㬗  ᱈  ࡍࡉࡲࡌ  ኱ᖺ 
ኟ㯏  ᮌ⎩  㬡  ᴍ⣚ⴥ  ࡘࡘࡌ  㮚ࡢᏊ 
ⅆ⇷  ᮌᵶ  ኟ  ༡㢼  ࡞࡛ࡋࡇ  ᅋᰩ 
ⰼᇉ  㣰ࡍࡺࡿ  ⅆ⇷  ஧᭶  ࡢ࡝࠿  ௰⛅ 
ⰼ᭎  ᰗⴠࡿ  ⺅ࡸࡾⅆ  ᪥ࡢ᫓  ࡦࡄࡽࡋ  ᮅ㟝 
ᾏ㰡  ⴠⰼ  ᾏⱏࡍࡃࡩ  㸦ṓᬽ㸧  ࡦࡿࡀ࡯࣭▷ኪ  ⶬ 
ⰰᏊ  ᚊࡢㄪ  ⺶  ᖺ࡜ࡿ≀  ࡴࡍࡵ  ᳺ࣭ᒣ྿ 
⺶  ⴨  ⴱ  ᱵ  ࡶࡎ  㔮ᰠ 
ⵦබⱥ  ᾴࡋ  ส⏣  ᱵࡢᐇ  ⣚ⴥ  ⏣ࢆ㏉ࡍ 
ᐮᱵ  ෭ึࡿ  ᐮࡋ  㯏ⴌࡿ  ⢖࣭⛳  Ώࡾ㫽 
Ḱ෤  ⶈࡢᐇ  ᐮ᭶  ඵࢶᡭࡢⰼ  ⇩  ෤࣭㟖 
⳥  ⶈụ  㞜  ⳻  Ⲷ  ෤ᱵ 
◔  㟢Ⲷ  ᐤ⹸  ịᐊࡢị  ኟ  ෾ᅵ 
ⱂࡢ᰿  ᮋ  ᖐࡾဏࡁ  ⱑ௦  ኟ  ၈㯩 
᱇ࡢࡣ࡞  ᮋ᭶  ᶲ  㢼⸅ࡿ  ⱳᏊ  ᱈ࡢ⠇ྃ 
⺯  Ⱏ⸆  ཤᖺ  㢼⹒  㟘ࡴ  ᱈※ 
㪒  ⳸Ⱁ  ⺯  ᖐ㞜  ᰠ  ᪥Ọ 
᭶࣭㔝ศ  㞡  㭜㢌ⰼ  ⵿⹸㬆ࡃ  ᰠࡢ⸏  ⊧ࡢᏊ 
ᯤᮌ  㞡㏣  ᭶ぢ  ᮌᵶ  ゅย  ᖺࢆྲྀࡿ 
஬ᙧ⳸  㩜  ᭶ኪ  㣰  ⴱ  ⴗ 
⣚ⰼ࣭࡯࡜࡜ࡂࡍ  ᯤⲶ  ᰗ  ⴛสࡿ  ⴗ࣭ࡋࡢࡪ 
ጔ࿧㮵  ᯤⲡ  ኤ㟘  สⴛ  ⓑ⳥ 
⚍ࡾ  ᯤᮌ  ኤ❧  ᐮࡅࡋ  ⷧị 
ᱜ  ⬌⼖  ኤᾴࡳ  ᐮࡉ  㯏สࡿ 
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ᐶᩥ䞉ᘏᐆ 㻡㻟㻣 ኳ࿴䞉㈆ாඖᖺ 㻟㻞㻣
᭶  ⩝ⲡ  ⰸⷀ  ᭶  Ἑ㦵  㟝 
⛅  ୗ⣚ⴥ  ᱵ࣭㬡  ⰼ  ⅆᱩ࣭ᐮࡋ  㬆Ꮚ 
ⰼ  ୗⴌ  ⫙ᐮ  ⛅  ⰼᱜ  ⱱࡳ 
㟢  ኟ࣭ᙼᓊ  ị࡞ࡀࡿ  㟢  ⺅  ⱱࡾ 
᫓  ኟⰼ  ịࡿ  ᫓  ⺶  ᮌ㝜 
㟘  Ἑ㇜Ồ  ịゎࡃ  㞷  ⴱࡢⴥ  ᮌᵶ 
㞜  ⰼࡢ㞷  ᾋࡁⲡ  㟖  ᐮ㣗  㣰 
㞷  ⰼ⣚ⴥ  㢼෪ࡺ  ࡍࡍࡁ  㞜㸦✄㈇㫽㸧  ኪ㛗 
᫬㞵  ⺶Ꮚ  ௖⏕఍  㫎  㨣ⅉ࣭ⅉ⡲  㔝ศ㸦ᬽ㢼㸧 
㟝  ᐮࡉ  ໭ᩯࢆ⚍ࡿ  ᫬㞵  ⽥  ᰆᏊ 
࡯࡜࡜ࡂࡍ  ᐮࡋ᭶  ┅  ᮅ㢦  ཤᖺ  ኤ㢦 
㬡  Ḱ෤  ᇙࡳⅆ  ⴗ  ཤᖺࡢ㞷  ㋀ࡾ 
⹸  ờ㸦᭶㸧  ᮌࡢᐇ  ᰗ  㙾๭ࡾ  ㋀ࡿ 
⣚ⴥ  ᖐࡿ㫽  ᮌࡢⴥ  ࡇࡀࡽࡋ  ୵ᰠ㣭ࡿ  㝧⅖ 
㟷ᰗ  ⳥  ࡇࡀࡽࡋ  ࡯࡜࡜ࡂࡍ  ⥅ᑿ㸦㮚㸧  ⴠࡕⴥ 
⸨  ⳥࣭㞜  ᰗ  ⇩  ᭶࣭ⰼ  ⅔ 
ᱵ  ᶲ㸦᭶㸧  ኤ㢦  㟘  ⬌⎩  ᮋ 
⺶  㔠᯿  ᳿ᯞ  ΎỈ  ᲌᱒  ᮋ㜌࣭᭶ 
ᖐ㞜  ✵⻼  ⴠࡕⴥ  す⎩  ṓᬽ㸦ᖺࡢኪ㸧  ⶑ㸦᭶㸧 
◔  ⤒ࡼࡴ㫽㸦㬡㸧  ᚊࡢࡋࡽ࡭  ࠿ࡆࢁࡩ  ෪ࡺ  ⼆⼉ 
⺯  ⱼₕࡅ  ❳⏣ࡢ㘊㸦⣚ⴥ㸧  ࡇ࠾ࢁࡂ  ᒣ྿  ㌏㌈ 
⣚ⴥᩓࡿ  ᳨ぢ  ᾴࡋ  ኟ  ṧ㞷  㟓 
ṧ㞷  ⬌⼖࣭㬡  ෭  ᾏⱏ  ⣬ᖒ  ࠶ࡽࢀ 
Ⰽⴥ  ⣚ⴥ࣭ⰼ  ⶈ࣭ᾴࡋ  ⴱ  ṑᮕส  㪪 
㞷ゎࡅ  బಖጲ  ⶈụ  ᐮࡋ  㮵 
ࡍࡍࡁ  ᐮ࠿࠼ࡿ  ⷘ  ⳥  ᰘ⣚ⴥ 
㭘  ෪࠼ࡿ  │⹒┅  ◔  ᤞᡪ 
ࡁࡾࡂࡾࡍ  ᱜ  ♒ΎỈ  ⺯  ⱝᮌ 
Ⲷ  ᒣ྿  ⶑ㓑  ⣚ⴥ  ᯇⲖ 
ⰼࡍࡍࡁ  ᒣ╀ࡿ  ⼆⼉  ṓᬽ  Ⳮⵦ 
㟘ࡴ  㮵  ᱜ  ⧊ࡾጲ 
㬞  ୐ኤ  㬠  ┿᱓ 
᭶࣭ⰼ  ⱝⴥ  ኱᰿  ┿᱓⎩ 
ṓᬽ  ⛅ⲡ  ⸨  ෶ࡋ 
ᒣࡢⰍ  ᫓ࡢኪ  ⰸⷀ  ΎỈ࣭㯏 
ᒣ㞛  ึᔒ  ⸈ධࡾ  㟷ⴗ 
ṧࡿᬬࡉ  ᑠẊཎ  ᭷᫂᭶  ษⅉ⡲ 
ᑠ⏨㮵  Ⳮⵦⵌࡃ  ⹒  㞷㸦᭶㸧 
Ⰽ᭰ࡠᯇ  ᚰኴ  ⻓  ⻼ 
᪂ⷃ㯏  ┿ⴱཎ  㸦᭶ࡢ᱇㸧  ᪩ⱑ 
㟷ᔒ  ㌟࡟ࡋࡴ  ⴨ࡢᐟࡢព  ⲡⴌ 
༓㫽  㞮  ࠸ࡄࡕ  㟖ࢆᚅࡘ 
ⲡⴌ  ᫍࡢ㏻ࡦ㊰  ࠿ࡀࡾⅆ  ኱ᖺ 
㟖  ⠇᣺⯙  ࢝ࢪ࢝  ฏ 
ዴ᭶  㞷ᔂ  㢼⸅ࡿ  ῐ㞷 
⺓  ᡪ  㞡Ꮚ  ᅋⅣ 
ⴗ  ᪩⏣  ࡉࡃࡽᏊ  ⼖ 
ⷧịὶࡿ  ᪩ⷘ  ࡉࡧ㩗  㫽ࡢᕢ 
ᑿⰼ  ⲡࡢⰍ  ࡋࡰࡴ⁪  ⏣⼺ 
᭷᫂᭶  㟖ᯤࢀ  ࡍࡉࡲࡌ  ෤ 
㟢᫬㞵  ኱ࡪࡃ  ࡍࡍᤲࡁ  ෤Ꮚ 
࠶ࡽࢀ  ኱᰿  ࡜ࡃࡉ  ෾ࡺ 
㸦࡯࡜࡜ࡂࡍ㸧  㮚ࡢ㣵ࡈࡦ  ࡜ࡇࢁ኎ࡾ  ᪥ച 
㸦⛅㸧  Ⲗ  ࡦࡸࡸ࠿  ዴ᭶ 
࠶࠿ࡀࡾ  ฏ  ࡯ࡌࢁ  ᖺᛀࢀ 
࠶࠿ࡀࡾ㸦᭶㸧  ▷ኪ  ࡰࡓ  ⺓ 
࠶ࡅ࡚௒ᮅ  ⹸㸦ᯇ⹸࣭㕥⹸㸧  ࡳࡳࡎ  ◚㨱▮ 
࠿ࡅ㋀ࡾ  ₻ᖸ  ࡸࡸᐮ  ᱵࡢᐇ 
ࡁࡑࡣࡌࡵ  㛗㛩  ࡺࡎࡾࡣࡢᐟ  ⓑ㨶 
ࡉ࡯ጲ࣭ⰼ  㛗᭶  ⢖  ࡍࡍࡁ࣭㞜 
ࡋࡵࡖ࣭ึⲖ  㫽ࡢᕢ❧ࡕ  ⢖࣭⛳࣭ⶑ  ᑿⰼ 
ࡍࡶࡶ࣭ᒣࡶࡶ  ⶬ  ᮥ  ᯻ 
࡞ࡀࡿࡿᖺ㸦ṓᬽ㸧  㒔㫽  ⾰᭰࠼  ịࡿ 
ࡢ࡝࠿  ᅵ➹  Ⱎ  㢼࿴ࡽࡄ 
ࡵࡌࢁ  ᅵ⏝  ༲ࡢᐇ  ⷋࡢⴥ 
ⰱ  ෤  㬡  ⡿สࡿ 
ⰱࡢ✑  ᮾ㢼  ∻୹  ✑㛗ࡢᐘ 
⿛  ᱈ࡢ㓇  ∻⾃  㯞ࡀࡽ 
୍ⴥᩓࡿ  ‮፠  ኟࡸ᫖᪥  㯞ࡢⴥ 
✄Ⰽ࡟࡞ࡿ  ᖺ⋢  ኟ㞄  ᇙࡳⅆ 
三七
芭蕉連句の「季の句」附表
➨୐ᮇ 㻢㻤㻟 ➨ඵᮇ 㻠㻡㻟 ᐶ
᭶  ᥃ࡅஒ  ⼚  ⱝ㩗  ✄࡟Ꮚࡢࡉࡍ  ᭶  ⣚ⴥ࣭᭶  ⻼  ➿ 
ⰼ  ⺶  ↴࣭㣰  ୐ኤ  ⢖สࡿ  ⰼ  ࡸࡸᐮ  ᰽᷄ࡢⰼ  ➾ 
⛅  ⺅  ↴  ộᖸ  㩗୍ᑍ  ⛅  ࡺࡩࡈ  ὸₕࡅ  ⟨ᮌⱱࡿ 
᫓  ∻୹  ᖺ♩  ᫬㞵࣭෤  㩗  ᫓  ࢅࡧࡍㅮ  ᪩✄  ⮊ 
㞷  㞼㞛  ᖺ㉺  ᖌ㉮  ⣚ⴥ  㞷  ឡ᏾ࡢⅉ⡲  ᪩✄࣭ᬌ✄  㪾 
㟢  ࢅࡧࡍㅮ  ᖺࡓࡘ  ᅄ༑㞛  ࡳࡳࡎ࡞ࡃ  㬡  㩗ࡢ㩜  㟖ᰕ  㫺 
ⰼࡊ࠿ࡾ  ࡘࡘࡌ  ᪥そ  ௙௜ࡅࡓࡿ㯏  ࡳࡒࢀ  ᯇⲖ  ୍㔜⩚⧊  ௦࠿ࡃ 
࠿ࡆࢁࡩ  ࡇࡀࡽࡋ  ᪥ࡊ࠿ࡾ  ṧ㞷  ࡳࡒࡿࡿ  ࠿ࡆࢁࡩ  ✄ጔ  ኱ᖺ 
ᰗ  ࠿ࡓࡧࡽ  ༡ኳࡢⰼ  ᒣ㞛  ࡯࡜࡜ࡂࡍ࣭⺅ᖒ  㟢  㞵ஒ  Ⅳಥ 
෤  㰄  ᶶ  㪆  ࡩ࡜ࢇ  ⰼࡊ࠿ࡾ  ༲᭶  Ⲕ᫬ 
㬡  㮒  ⊂ά  ⳯✀  ࡦࡸࡸ࠿  㟘  ⎩  Ⲕಥ 
⫙ᐮ  㮎㮔  ㇋ࡲࡁ  ⚍  ࡣࡘ༗  ᐮࡋ  ⎩࣭ᬬࡋ  ୰✄ 
᫬㞵  㫺  ᱈࣭ᱜ࣭ⲡ㣰  ṓᬽ  ࡣ࠼㯤ࡤࡴ  ᫬㞵  ⎩᧐  ⹸ 
✄  㩚  ᱈  ṓ᪦ᖒ  ࡞࡛ࡋࡇ  ึᔒ  㞼ࡢᓠ  ⹸⡲ 
㟢㟖  㞡Ꮚ࣭ⱝⲡ  ᮾ㢼  㨦⚍  ᾴࡴ  㞡Ꮚ  㞼㞛ࡢ⩚ࡣ࡬ᥞࡩ  㫽ࡢᕢ 
᭷᫂᭶  ⸭ධࡾ  ⏣⼺  ௒ᖺ⡿  ࡍࡎࡳ  ࡍࡍࡁ  ᴮࡢᐇ  㫽Ώࡿ 
㟝  ⶻ  ⏣᳜  ⾜ࠎᏊ  ࡍࡍࡁ࣭᭶  ࡘࡘࡌ  ኟ  ⏣ࡢࡃࡉ࡝ࡁ࣭ᐩኈᇈ㞳 
㟖  ⶑ  ⏣  ⣚ᱵ  ࡍࡍࡁ࣭㟝  ࡢ࡝࠿  ኟ࣭෭ࡸࡋ≀  Ώࡾ㫽 
ࡍࡍࡁ  ⳸࣭ࡓࢇࡱࡱ  ⶬ  ཱྀษ  ࡇ࠾ࢁࡂ  ✄  ⰼ┒ࡾ  Ώࡿ࠶ࡖࡴࡽ 
࠶ࡓࡓ࠿  ⱛ  ᳝  ᚋࡢ⸈ධ  ࡅ࠸࡜࠺࣭⛅  Ọࡁ᪥  ⺅࣭ኟ  ᅵ⏝ 
㞡Ꮚ  ⢬  㫽ࡢᕢ  ᚋࡢ⸭ධࡾ  ࡁࡾ㯏  ⅆ⇷  ⺅ᖒ  ෤ᯤ࣭㟖 
┅  ➿  㛗Ⱎࡢⱆ  ஬᭶㞵  ࡁࡾࡂࡾࡍ  ᖌ㉮  ᾏ㰡  ၈㯩 
⼖  ↎⅔  ୰Ữ  ⬌⼖  ࠿ࡓࡧࡽ࣭ᾴࡋ  Ỉ㭜  ⰰᏊࡢⰼ  ᮾ㢼 
Ỉ↓᭶  ᵶ  Ⲕ஧ᗘ᦬ࡴ  ᯤࢀⰱ  ࠸࡞ࡈ  ṇ᭶  ᰠ  ᪥ࡸࡅ␊ 
◔  Ჲ  Ⲕ᦬  ᭶ᚅ  ࠶ࡉࡀ࡯  㟖  㬞᮶ࡿ  ⊧ࡢࡉ࠿ࡾ 
⳥  ᲅ  ᬮ  ᭶෪ࡺ  㸦⛅㸧  ෤  ⴛ࣭⛅  ᖺ㢌 
㞜  㮖  ▷ኪ  ᭶࣭ᰠ  ┅  ส࠶࡜ࡢⰼ  ⴗ 
ኟ  㟢ࡅࡁ  ᥈ᱵ  ᭶࣭Ⱎ  ᭷᫂᭶  㞜  ⓑ⳥ 
ᮋ᭶  ෭ࡓࡋ  㫙࣭ᖺᬽ  ᭶࣭ࡇ࡜ࡋࡓࡤࡇ  ࠶ࡓࡓ࠿  㯩  ⷧ⣚ⴥ 
㬆Ꮚ  ⊟ே  㫙  㪒  ࠺ࡑᐮ  ᰩ  ⷧ㞷 
၈㎞Ꮚ  ᾴࡋ࠸᭶  㮚  㭜㢌  ࠿ࡓࡧࡽ  ᰩࡢ✑  㯏 
⹸  ᾴࡋ  ኱ᬉ᪥  ႞✚  ࡁࡾࡂࡾࡍ  ⱼₕ  ඵ᭾ 
኱᰿  ⴨  ኱㯤ࡢⴥ  ⱂ  ࡆࢇࡆ  㪒  ᙼᓊ 
┦᧞  ⹒࣭⳥  ༓㫽  ᱒ࡢⴠⴥ  ࡦࡸࡸ࠿  ᭶࣭◔  ᙼᓊ࣭ࡠࡃࡉ 
ึ㞷  ⴠⰼ  ⻼  ᱒  ࡯࡜࡜ࡂࡍ  ᭶࣭ⷃ㯏  ᯌᯄ 
ⱝ⳯  ⴠ㩗  㞷Ỉ  ⷃ㯏࣭⫙ᐮ  Ⱎ✀  ᭶࣭᪩✄  ⛳㛫ᘬࡃ 
ᰩ  㞾  㞷ゎ  ཤᖺࡢ㞷  㞼㞛  ᭶࣭ᳺࡢᐇ  ᕸᅋ 
ᐮࡋ  ⴥ᭶  㞷࣭෤  ᘪࡣࡌࡵ  ⳥  ᭶ぢ  ᧙Ꮚ 
㟘ࡴ  ኤ᭶  ▼Ⳮ  㞜࣭᭶  ⷃ㯏  ஬᭶㞵  ቎ཧ 
ⰼ࣭᫓  ᰆᏊ  㟷ᰗ  ᐮᚭࡍ  㭜㢌  ⾜Ỉ  ⻏ࡢᕢ 
ࡸࡸᐮ  ᰆ  㟷㯏  ᐮࡀࡾ  㮵  㧗ⅉ⡲  ┅࣭᭶ 
࡯࡜࡜ࡂࡍ  Ἔᐇ  す⎩  ᐮ࠿࡬ࡿ  ᑠ㫇  ṓᬽ  ⻤᯿ 
ࡢ࡝࠿  ᘺ⏕  Ỉⴠࡍ  ⱴ  Ỉ௝  ⳯ࢆⵗ❧ࡋ  㟝㞵 
㬻  ኪ╔  Ỉ㫽  㬞ᖐࡿ  ୗ㸦ⲡ㸧ส  ෪ࡺ  㬆Ꮚ 
࠶ࡽࢀ  ኪᐮ  Ỉⲡᯤࡿ  㬞  ษ㯏  స  ᮌ⦎ 
ኤᾴࡳ  ⱱ  Ỉ⃈  㬞  ┦᧞  ᒣⴱࡢⰼ  㣰ࡘࡁ 
㔝ศ  ⥥྿ࡃ  Ỉ㭜  ⴱ  ⶬ  ᒣ྿  ኪࡪࡾ 
⢄ࡢ⏕࡬ཱྀ  ⥥࡜ࡾ  Ỉ㭜  ᰠ  ⸨  ṧࡿ⺅࣭ኪᐮ  ኪᐮ 
ịࡿ  ᫂᪥ࡢ㣭ࡾ  ኉⏕ࡢᛕ௖  ⰰᏊࡢⰼ  ዴ᭶  ⣸㝧ⰼ  ኪ㛗 
㯏  㯞ⵗࡃ  ேཧ  ⺅ᖒ  ᖺ㉺  ୐ⲡ  㔝ศ 
ᱵ  ໭㢼  ㌟࡟ࡋࡴ  ⺅ᰕ  ⺓  ᰘᰩ  ᘺ⏕࣭ⰼ 
⸨  ⶇ࣭ࡓࢇࡱࡱ  Ⳮⵦ  ⺅㐵  ᱵ  ✀ₕ  ㌍ࡾ 
㟖ᰕ  ⶇ  ᯇⲖ  㟘  ⼚  ⛅࣭᭶  ᰗ࣭ᒣ྿ 
᪩ⱑ  ⴌฟ࡚  ᑠ㫽⊁  ⱳᏊ  ⛳࣭✑ⶑ  ⛅㏆ࡋ  ⸈ධ 
᪩✄  ⢊㞷  ᑠ㫎  ⰼぢ  ⱑ  ⛅㢼  ᭷᫂᭶࣭⢄ࡍࡾ 
Ỉ௝  㢼ⰼ  ᐘ㜌  ⰼ࣭ᘺ⏕  㟝  ༑ኪ࣭ᐮࡋ  ኤ❧ 
᪂㓇  㢼㸦㔝ศ㸧  ึị  ⰼ࣭ࡘࡘࡌ  ᳚㫽  ฟ᭰ࡾ  ㋀ 
ᑠ⏨㮵  ᴁⱝ࠶ࡄ  ึ㟖  ⰼ࣭࠿ࡆࡿࡩ  ᰗ  ᫓ᐮ  㝧Ẽ 
ᑠ㩗  ⻄  ึⰼ  ⅆ⇷  ኤ㢦࣭ኟᗙᩜ  ᯇࡢෆ  ᾎ⾰ 
ᬬࡋ  ⱑ௦  ึᔒ  ⅆᱩ  㟢㟖  ↷ࡘࡅ࡚  ᲍ 
ึ᫬㞵  ịᰕ  ᫓࣭㟘  ኟ㐣ࡂ  ⸳  ᳜⏣  ෭ࡓࡋ 
ึ㞜  ịゎ  ᫓࣭ⰼ  ኟ⩚⧊  ࠶ࡽࢀ  ᪂㯏  ෭ࡿ 
ึⲴ  ⓒ᪥⣚  ῰ᰠ  Ⲷ  ࠿ࡽࡧࡓࡿᷜᯘ  ⚄ᴦ  ♩⪅ 
ⱝⲡ  ᯌᯄ  ῰㩗  ⊷᭥  ࡉࡧ㩗  ⸄⬟  ⶈ 
㬠  ⺾  ༑භኪ᭶  ⇩  ࡉ࡬࡙ࡾ  Ỉ↓᭶  㟢ࡢ㞵 
㮵  㬀྿ࡃ࣭ᴮࡢᐇ  ༑ኪ  Ọࡁ᪥  ᪂Ⲕ  ⪷㟋Ჴ  㟢᫬㞵 
ྜḼ  ඵ㔜ᱜ  ༑୕ኪ᭶  㞼㞛㮚  ࡎ࠸ࡁ  㟷⏣  ෺ࡋ࣭┿⎩ࡣ 
஬᭶  㯏㣤  ⛅࣭㟢  ༲ࡢⰼ  ࡣࡐ  ▼ᦚ  ᮋ 
ᰩ࣭ᴮ࣭᳚  ⷧ㞷࣭࠶ࡽࢀ  㓇ࡢ௙㎸  Ⱎ  ࡣࡘộ  ⠇Ꮨ  ᮋ᭶ 
ᐮ⳥  ⴗ  ⱝᯇ࠺ࡺࡿ  ✄ส  ࡦࡋࡁ  ⠇႞  ᵊ 

